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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ｈｉｇｈ　ｓｐｅｅｄ－ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｓｈａｒｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ（ＨＳ－Ｄ
ＳＣＨ）上の伝送のためにメディア・アクセス制御（ＭＡＣ）プロトコル・データ・ユニ
ット（ＰＤＵ）内のサービス・データ・ユニット（ＳＤＵ）を多重化する方法であって、
　１つまたは複数のリオーダリングＰＤＵを作成するステップであって、各リオーダリン
グＰＤＵは、１つまたは複数のリオーダリングＳＤＵを含み、リオーダリングＳＤＵは完
全なＭＡＣ　ｅｎｈａｎｃｅｄ　ｈｉｇｈ　ｓｐｅｅｄ（ＭＡＣ－ｅｈｓ）ＳＤＵである
か、または、ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵのセグメントである、作成するステップと、
　前記ＭＡＣ　ＰＤＵのヘッダを作成するステップであって、前記ヘッダは、
　　前記１つまたは複数のリオーダリングＳＤＵのそれぞれの論理チャネルを示す論理チ
ャネル・インジケータ（ＬＣＩＤ）フィールドと、
　　前記１つまたは複数のリオーダリングＳＤＵのそれぞれの長さを示す長さインジケー
タ（ＬＩ）フィールドと、
　　　前記リオーダリングＰＤＵ内の最初のリオーダリングＳＤＵが、完全なＭＡＣ－ｅ
ｈｓ　ＳＤＵであるか、または、ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵの最後のセグメントであるかと
、
　　　前記リオーダリングＰＤＵ内の最後のリオーダリングＳＤＵが、完全なＭＡＣ－ｅ
ｈｓ　ＳＤＵであるか、または、ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵの最初のセグメントであるかと
、
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　　を前記１つまたは複数のリオーダリングＰＤＵに関して示す、セグメント化表示（Ｓ
Ｉ）フィールドと、
　を含む、作成するステップと、
　前記ＭＡＣ　ＰＤＵを送信するステップと
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記１つまたは複数のリオーダリングＰＤＵは、１つまたは複数のＭＡＣ－ｅｈｓ　Ｓ
ＤＵの１つまたは複数のセグメントを含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　リオーダリングＰＤＵ内に１つより多いリオーダリングＳＤＵがある場合、前記リオー
ダリングＳＤＵは、異なる論理チャネルに属することを特徴とする請求項１に記載の方法
。
【請求項４】
　リオーダリングＰＤＵ内に１つより多いリオーダリングＳＤＵがある場合、前記リオー
ダリングＳＤＵは、異なるキューに属することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ヘッダは、タイミング整列を維持するために１つまたは複数のパディングビットを
さらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　ｈｉｇｈ　ｓｐｅｅｄ－ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｓｈａｒｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ（ＨＳ－Ｄ
ＳＣＨ）を介して送信されるメディア・アクセス制御（ＭＡＣ）プロトコル・データ・ユ
ニット（ＰＤＵ）のヘッダ内のセグメント化表示（ＳＩ）フィールドを解釈する方法であ
って、
　ＭＡＣヘッダ内の前記ＳＩフィールドの値を受信するステップであって、前記ＳＩフィ
ールドはリオーダリングＰＤＵに対応する、受信するステップと、
　前記リオーダリングＰＤＵ内に１つより多いリオーダリング・サービス・データ・ユニ
ット（ＳＤＵ）があるかを判定するステップと、
　前記リオーダリングＰＤＵ内に１つより多いリオーダリングＳＤＵがあるかに基づいて
前記ＳＩフィールドの値を解釈するステップであって、
　　「００」の値を有する前記ＳＩフィールドは、前記リオーダリングＰＤＵの最初のリ
オーダリングＳＤＵが完全なＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵであり、かつ前記リオーダリングＰ
ＤＵの最後のリオーダリングＳＤＵが完全なＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵであることを示し、
「０１」の値を有する前記ＳＩフィールドは、前記リオーダリングＰＤＵ内に１つより多
いリオーダリングＳＤＵがある場合、前記リオーダリングＰＤＵの前記最初のリオーダリ
ングＳＤＵがＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵの最後のセグメントであり、かつ前記リオーダリン
グＰＤＵの前記最後のリオーダリングＳＤＵが完全なＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵであること
を示し、「１０」の値を有する前記ＳＩフィールドは、前記リオーダリングＰＤＵ内に１
つより多いリオーダリングＳＤＵがある場合、前記リオーダリングＰＤＵの前記最後のリ
オーダリングＳＤＵがＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵの最初のセグメントであり、かつ前記リオ
ーダリングＰＤＵの前記最初のリオーダリングＳＤＵが完全なＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵで
あることを示し、「１１」の値を有する前記ＳＩフィールドは、前記リオーダリングＰＤ
Ｕ内に単一のリオーダリングＳＤＵがある場合、前記１つのリオーダリングＳＤＵがＭＡ
Ｃ－ｅｈｓ　ＳＤＵの中間セグメントであり、前記リオーダリングＰＤＵ内に１つより多
いリオーダリングＳＤＵがある場合、前記リオーダリングＰＤＵの前記最初のリオーダリ
ングＳＤＵがＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵの最後のセグメントであり、かつ前記リオーダリン
グＰＤＵの前記最後のリオーダリングＳＤＵがＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵの最初のセグメン
トであることを示す、解釈するステップと
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項７】
　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）であって、
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　最初のリオーダリング・プロトコル・データ・ユニット（ＰＤＵ）をメディア・アクセ
ス制御ｅｎｈａｎｃｅｄ　ｈｉｇｈ　ｓｐｅｅｄ（ＭＡＣ－ｅｈｓ）ヘッダを使用して１
つまたは複数のリオーダリングサービス・データ・ユニット（ＳＤＵ）にディスアセンブ
ルするように構成されたＭＡＣ－ｅｈｓディスアセンブリ・ユニットであって、前記ＭＡ
Ｃ－ｅｈｓヘッダは、論理チャネル・インジケータ（ＬＣＩＤ）フィールド、長さインジ
ケータ（ＬＩ）フィールド、およびセグメント化表示（ＳＩ）フィールドを含み、前記Ｓ
Ｉフィールドは、リオーダリングＰＤＵごとに繰り返され、かつ最初のリオーダリングＰ
ＤＵ内の最初および最後の前記１つまたは複数のリオーダリングＳＤＵがセグメント化さ
れるかを示す、ＭＡＣ－ｅｈｓディスアセンブリ・ユニットと、
　前記ＭＡＣ－ｅｈｓヘッダ内の前記ＳＩフィールドを使用して第２のリオーダリングＰ
ＤＵを再アセンブルするように構成されたＭＡＣ－ｅｈｓ再アセンブリ・ユニットと、
　前記ＭＡＣ－ｅｈｓヘッダ内の前記ＬＣＩＤフィールドを使用して前記第２のリオーダ
リングＰＤＵを論理チャネルに送達するように構成されたＭＡＣ－ｅｈｓ多重分離ユニッ
トと
　を含むことを特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項８】
　前記ＭＡＣ－ｅｈｓ再アセンブリ・ユニットは、前記ＭＡＣ－ｅｈｓ多重分離ユニット
に前記第２のリオーダリングＰＤＵを送達するようにさらに構成されることを特徴とする
請求項７に記載のＷＴＲＵ。
【請求項９】
　前記ＭＡＣ－ｅｈｓ再アセンブリ・ユニットは、前記ＭＡＣ－ｅｈｓ再アセンブリ・ユ
ニットに格納されたＳＤＵまたはＳＤＵのセグメント、および１つまたは複数のディスア
センブルされたＳＤＵが、連続する送信シーケンス番号（ＴＳＮ）フィールド値を有する
時に、前記格納されたＳＤＵまたは前記ＳＤＵの前記セグメントを使用して前記第２のリ
オーダリングＰＤＵを再アセンブルするようにさらに構成されることを特徴とする請求項
７に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１０】
　前記ＭＡＣ－ｅｈｓ再アセンブリ・ユニットに格納された前記ＳＤＵまたは前記ＳＤＵ
の前記セグメントは、前記最初のリオーダリングＰＤＵに関連しないことを特徴とする請
求項９に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１１】
　前記ＭＡＣ－ｅｈｓ再アセンブリ・ユニットは、前記ＭＡＣ再アセンブリ・ユニットに
格納されたすべてのＳＤＵを破棄するようにさらに構成されることを特徴とする請求項７
に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１２】
　前記ＭＡＣ－ｅｈｓ再アセンブリ・ユニットは、すべての格納されたＳＤＵおよび１つ
または複数のディスアセンブルされたＳＤＵが連続する送信シーケンス番号（ＴＳＮ）フ
ィールド値を有しない時に、前記ＭＡＣ－ｅｈｓ再アセンブリ・ユニットに格納されたす
べてのＳＤＵを破棄するようにさらに構成されることを特徴とする請求項７に記載のＷＴ
ＲＵ。
【請求項１３】
　前記ＭＡＣ－ｅｈｓ再アセンブリ・ユニットは、前記最初のリオーダリングＰＤＵ内の
前記最初のＳＤＵの後で、かつ前記最初のリオーダリングＰＤＵ内の前記最後のＳＤＵの
前の、１つまたは複数のＳＤＵまたはＳＤＵのセグメントを使用して前記第２のリオーダ
リングＰＤＵを再アセンブルするようにさらに構成されることを特徴とする請求項７に記
載のＷＴＲＵ。
【請求項１４】
　前記第２のリオーダリングＰＤＵは、前記最初のリオーダリングＰＤＵ内の前記最後の
ＳＤＵを除くすべてのＳＤＵを含むことを特徴とする請求項７に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１５】



(4) JP 5296709 B2 2013.9.25

10

20

30

40

50

　前記ヘッダは、
　前記１つまたは複数のリオーダリングＰＤＵのそれぞれに対するデータシーケンス番号
を示す送信シーケンス番号フィールドと、
　前記ＭＡＣ　ＰＤＵ内の前記１つまた複数のリオーダリングＰＤＵのそれぞれに対する
最後のリオーダリングＰＤＵを示すフラグフィールドと
をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ｅｖｏｌｖｅｄ　ＨＳＰＡでの多用途のＭＡＣ多重化の方法および装置に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　通信標準規格は、無線システムのグローバル接続性を提供し、たとえばスループット、
待ち時間、およびカバレッジに関して性能目標を達成するために開発される。広く使用さ
れている、ｈｉｇｈ　ｓｐｅｅｄ　ｐａｃｋｅｄ　ａｃｃｅｓｓ　（ＨＳＰＡ）と呼ばれ
る１つの現在の標準規格は、Ｔｈｉｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ（３Ｇ）Ｒａｄｉｏ　Ｓ
ｙｓｔｅｍの一部として開発され、Ｔｈｉｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒ
ｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ（３ＧＰＰ）によって保守されている。
【０００３】
　Ｈｉｇｈ－Ｓｐｅｅｄ　Ｐａｃｋｅｔ　Ａｃｃｅｓｓ（ＨＳＰＡ）は、既存のＵｎｉｖ
ｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ（Ｕ
ＭＴＳ）プロトコルの性能を拡張し、改善するモバイル・テレフォニ・プロトコルの集合
である。Ｈｉｇｈ　Ｓｐｅｅｄ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｐａｃｋｅｔ　Ａｃｃｅｓｓ（ＨＳ
ＤＰＡ）およびＨｉｇｈ　Ｓｐｅｅｄ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｐａｃｋｅｔ　Ａｃｃｅｓｓ（Ｈ
ＳＵＰＡ）は、改善された変調方式を使用することならびに送受話器および基地局がそれ
によって通信するプロトコルを洗練することによって高められた性能をもたらす。
【０００４】
　ＨＳＰＡは、１４．４Ｍビット／ｓまでの改善された理論ダウンリンク（ＤＬ）性能お
よび５．７６Ｍビット／ｓまでの改善された理論アップリンク（ＵＬ）性能を提供する。
既存のデプロイメント（deployment）は、ＤＬで７．２Ｍビット／ｓまでおよびＵＬで３
８４ｋビット／ｓまでを提供する。ｅｖｏｌｖｅｄ　ＨＳＰＡは、３ＧＰＰ　Ｒｅｌｅａ
ｓｅ　７で定義されている。これは、レガシ機器のほとんどをバイパスし、無線データレ
ートを高めることによって、モバイルネットワークのより単純なアーキテクチャを導入す
る。
【０００５】
　３ＧＰＰシステムの物理レイヤの上では、メディア・アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤを
、複数のエンティティに分割することができる。新しいＭＡＣエンティティ、すなわち、
ＭＡＣ　ｅｎｈａｎｃｅｄ　ｈｉｇｈ　ｓｐｅｅｄ（ＭＡＣ－ｅｈｓ）が、ＤＬでのＨＳ
ＰＡのために導入され、最適化された。ＭＡＣ－ｅｈｓエンティティは、ＭＡＣ　ｈｉｇ
ｈ　ｓｐｅｅｄ（ＭＡＣ－ｈｓ）の代わりに使用することができる。ＵＬでは、新しいＭ
ＡＣエンティティ、すなわち、改善された（improved）ＭＡＣ（ＭＡＣ－ｉ／ｉｓ）が、
ＨＳＰＡのために導入され、最適化された。ＭＡＣ－ｉ／ｉｓエンティティを、ＭＡＣ－
ｅ／ｅｓの代わりに使用することができる。ＭＡＣ－ｅｈｓエンティティおよび／または
ＭＡＣ－ｉ／ｉｓエンティティは、上位レイヤによって構成され、この上位レイヤは、Ｈ
ｉｇｈ　Ｓｐｅｅｄ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ（ＨＳ－ＤＳＣ
Ｈ）および／またはＥｎｈａｎｃｅｄ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｈａｎｎｅｌ（Ｅ－ＤＣＨ）上
で伝送されるデータを処理し、ＨＳ－ＤＳＣＨに割り振られた物理リソースを管理するよ
うに構成される。
【０００６】
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　ＭＡＣ－ｅｈｓエンティティは、柔軟な無線リンク制御（ＲＬＣ）プロトコル・データ
・ユニット（ＰＤＵ）サイズならびにＭＡＣセグメント化および再アセンブリをサポート
することを可能にする。ＨＳＤＰＡ用のＭＡＣ－ｈｓとは異なって、ＭＡＣ－ｅｈｓは、
２ｍｓという１つのｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｔｉｍｅ　ｉｎｔｅｒｖａｌ（ＴＴＩ）
内の複数の優先順位キューからのデータの多重化を可能にする。
【０００７】
　スケジューリング／優先順位ハンドリング機能は、スケジューリング判断の責任を負う
。２ｍｓのＴＴＩごとに、単一ストリーム送信または二重ストリーム送信のどちらを使用
するかが判断される。新しい送信または再送信は、肯定応答／否定肯定応答（ＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫ）ＵＬフィードバックに従って送信され、新しい送信は、いつでも開始することが
できる。ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態、ＣＥＬＬ＿ＰＣＨ状態、およびＵＲＡ＿ＰＣＨ状態で
は、ＭＡＣ－ｅｈｓは、さらに、アップリンク・シグナリングに頼らずにＨＳ－ＤＳＣＨ
上で再送信を実行することができる。
【０００８】
　受信器側でのリオーダリング（reordering：再順序付け）は、優先順位キューに基づく
。送信シーケンス番号（ＴＳＮ）が、リオーダリングを可能にするために各リオーダリン
グ・キュー内で割り当てられる。受信器側では、ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵまたはそのセグ
メントが、論理チャネル識別子に基づいて、正しい優先順位キューに割り当てられる。
【０００９】
　ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵを、送信器側でセグメント化することができ、受信器側で再ア
センブルされる。ＭＡＣレイヤでは、論理チャネルのセットが、トランスポート・チャネ
ルにマッピングされる。トランスポート・チャネルの２つのタイプは、複数のＷＴＲＵに
よって共有できる「共通」トランスポート・チャネル（ＭＡＣ－ｃ）および単一のＷＴＲ
Ｕに割り振られる「専用（個別）」トランスポート・チャネル（ＭＡＣ－ｄ）を含む。Ｍ
ＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵは、ＭＡＣ－ｃ　ＰＤＵまたはＭＡＣ－ｄ　ＰＤＵのいずれかであ
る。ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＰＤＵに含まれるＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵは、異なるサイズおよび
異なる優先順位を有することができ、異なるＭＡＣ－ｄフローまたはＭＡＣ－ｃフローに
属することができる。
【００１０】
　ＭＡＣ－ｅｈｓヘッダの通常のベースラインは、ＭＡＣ－ｅｈｓが柔軟なＲＬＣ　ＰＤ
Ｕサイズを用いて構成されたＲｅｌｅａｓｅ　７　ＲＬＣ　ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅ　ｍ
ｏｄｅ（ＡＭ）インスタンスによって使用される論理チャネルを多重化する時に、かなり
低いオーバーヘッドをもたらす。これは、ＭＡＣ　ＳＤＵのサイズがヘッダの異なるフィ
ールドの総サイズよりかなり大きいことに起因する。
【００１１】
　しかし、通常のベースラインが、望ましくないレベルのオーバーヘッドをもたらす状況
がある。たとえば、論理チャネルは、柔軟なＲＬＣ　ＰＤＵサイズを用いて構成されたＲ
ＬＣ　ＡＭインスタンスによって、またはＲｅｌｅａｓｅ　６　ＲＬＣ　ＡＭインスタン
スに対して使用される。後者のインスタンスは、ＲＬＣをリセットせず、ＲＬＣエンティ
ティを固定ＲＬＣ　ＰＤＵを用いて動作するように構成された状態に保つことによって、
Ｒｅｌｅａｓｅ　６基地局から３ＧＰＰ　Ｒｅｌｅａｓｅ　７基地局へのハンドオーバを
使用可能にする可能性から生じる場合がある。もう１つの例では、現在のチャネル条件を
用いて可能なＭＡＣ－ｅｈｓ　ＰＤＵサイズが、小さく、ＳＤＵの少数（たとえば２個）
のセグメントを含む。この例では、ヘッダが、かなりのオーバーヘッドを構成する可能性
がある。
【００１２】
　ＭＡＣ－ｅｈｓ機能性をサポートするための通常のシグナリング要件は、不十分である
。ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＰＤＵ機能性をサポートするのに必要なシグナリングの量を減らすこ
とが望ましい。シグナリングを減らす１つの可能性は、基地局で単一のＭＡＣ－ｅｈｓ　
ＰＤＵ内の異なる論理チャネルおよび優先順位キューからの異なるサイズのＳＤＵの多重



(6) JP 5296709 B2 2013.9.25

10

20

30

40

50

化／多重分離を実行することであるはずである。もう１つの可能性は、異なるサイズで異
なる論理チャネルに属するＳＤＵの多重化／多重分離を実行することであるはずである。
最後に、ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵの連結／ディスアセンブリ、およびセグメント化／再ア
センブリが望ましいはずである。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　表１に、セグメント化表示（segmentation indication）が優先順位キューに従って定
義される時のセグメント化表示（ＳＩ）フィールドの符号化を示す。このフィールドの意
味は、ＳＤＵの最終セグメントの後に、パディングがＭＡＣ－ｅｈｓヘッダの終りに存在
する時に、ＷＴＲＵ側での混乱を引き起こす可能性がある。この場合に、示された符号化
によるセグメント化表示は、「１１」である必要があるはずである。しかし、ＷＴＲＵは
、これを、ＳＤＵが完了していないことを意味すると解釈し、そのＳＤＵを再アセンブリ
バッファに挿入することがある。この混乱を回避するために、このフィールドの符号化を
変更することが望ましいはずである。
【００１４】
【表１】

【課題を解決するための手段】
【００１５】
　ｅｖｏｌｖｅｄ　ＨＳＰＡでの多用途のメディア・アクセス制御（ＭＡＣ）多重化の方
法および装置を開示する。より詳細には、ｅｎｈａｎｃｅｄ　ｈｉｇｈ　ｓｐｅｅｄ　Ｍ
ＡＣ（ＭＡＣ－ｅｈｓ）エンティティのダウンリンク最適化およびＭＡＣ－ｉ／ｉｓエン
ティティのアップリンク最適化の方法を開示する。最適化されたダウンリンクおよびアッ
プリンクのＭＡＣエンティティを使用する装置をも開示する。
【００１６】
　より詳細な理解は、例として与えられ、添付図面と共に理解されるべき次の説明から得
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】ｅｖｏｌｖｅｄ　ＨＳＰＡでの多用途のＭＡＣ多重化用に構成された無線通信シ
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ステムを示すブロック図である。
【図２】異なる論理チャネルおよび優先順位キューからのＳＤＵの多重化に使用されるペ
イロード・ヘッダを示す図である。
【図３ａ】ＳＤＵが連結／セグメント化される形、そのサイズ、およびそれが対応する論
理チャネルを効率的にシグナリングするように配置されたＳＤＵ記述スーパーフィールド
（ＳＤＳＦ）フィールドの全般的構造を示す図である。
【図３ｂ】異なる論理チャネルおよび優先順位キューからのリオーダリングＰＤＵを多重
化するのに使用されるｋ個のリオーダリングＰＤＵを含むＭＡＣ－ｅｈｓ　ＰＤＵのペイ
ロード・ヘッダ・フォーマットを示す図である。
【図４】ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＰＤＵを処理し、ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵを再構成する動作を
示す流れ図である。
【図５】各ディスアセンブリ／再アセンブリ／多重分離ユニット内のデータ処理機能性を
示す流れ図である。
【図６】同一ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＰＤＵ内の異なるタイプの論理チャネルの効率的な多重化
を可能にするために関係する論理チャネルに属するＳＤＵ（１つまたは複数）を記述する
ヘッダの諸部分を示す図である。
【図７】同一ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＰＤＵ内の異なるタイプの論理チャネルの効率的な多重化
を可能にするために関係する論理チャネルに属するＳＤＵ（１つまたは複数）を記述する
ヘッダの代替構成を示す図である。
【図８】同一ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＰＤＵ内の異なるタイプの論理チャネルの効率的な多重化
を可能にするために関係する論理チャネルに属するＳＤＵ（１つまたは複数）を記述する
ヘッダの代替構成を示す図である。
【図９】同一ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＰＤＵ内の異なるタイプの論理チャネルの効率的な多重化
を可能にするために関係する論理チャネルに属するＳＤＵ（１つまたは複数）を記述する
ヘッダの代替構成を示す図である。
【図１０】リオーダリングＰＤＵが１つのリオーダリングＳＤＵだけを含む場合のＳＩフ
ィールドの解釈の変更された方法を示す流れ図である。
【図１１】２ビットＳＩフィールドを、オーバーヘッドを最小にする１つの可能な符号化
としてどのように使用できるかを示す図である。
【図１２】ＳＩフィールドを事前に決定されるものとすることができる符号化を定式化す
る代替方法を示す図である。
【図１３】再アセンブリ・ユニットがリオーダリングＰＤＵに関連するＳＩフィールドを
どのように処理するかを示す流れ図である。
【図１４】再アセンブリ・ユニットが組合せ機能または破棄機能をどのように実行できる
かを示す流れ図である。
【図１５】リオーダリングＰＤＵ内に複数のリオーダリングＳＤＵがある場合にペイロー
ド・ユニットをどのように処理すべきかを示す流れ図である。
【図１６】図１４および１５に示された組み合わされた再アセンブリ・プロセスを示す流
れ図である。
【図１７】再アセンブリ・ユニットがリオーダリングＰＤＵに関連するＳＩフィールドを
どのように処理するかを示す流れ図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下で参照される時に、用語「無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）」は、ユーザ機器（Ｕ
Ｅ）、移動局、固定のまたはモバイルの加入者ユニット、ポケットベル、セル電話機、携
帯情報端末（ＰＤＡ）、コンピュータ、または無線環境で動作できる任意の他のタイプの
ユーザデバイスを含むが、これらに限定はされない。以下で参照される時に、用語「基地
局」は、Ｎｏｄｅ－Ｂ、サイトコントローラ、アクセスポイント（ＡＰ）、または無線環
境で動作できる任意の他のタイプのインターフェースするデバイスを含むが、これらに限
定はされない。
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【００１９】
　上で述べた状況で効率的なＭＡＣ－ｅｈｓヘッダ（またはアップリンクではＭＡＣ－ｉ
／ｉｓ）をもたらす実施形態を開示する。これらの実施形態は、異なるタイプの論理チャ
ネルの多重化を可能にしながら相対オーバーヘッドを最小にするためにヘッダ構造を改善
する。これらの実施形態は、ＳＤＵの独自のセグメントがペイロード内に存在する時にヘ
ッダの潜在的に曖昧な解釈が生じる可能性があるという問題をも除去する。次の定義が、
本明細書全体で使用される。「ＭＡＣ－ｅｈｓペイロード・ユニット」（「ＭＡＣ－ｉｓ
ペイロード・ユニット」）または「ペイロード・ユニット」は、ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＰＤＵ
（「ＭＡＣ－ｉｓ　ＳＤＵ」）のペイロードに挿入されるＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵまたは
ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵ（「ＭＡＣ－ｉｓ　ＳＤＵ」）セグメントと同義である。これは
、用語「リオーダリングＳＤＵ」とも同義である。諸実施形態は、ＭＡＣ－ｅｈｓエンテ
ィティのダウリンク最適化を説明するが、その概念は、ＭＡＣ－ｅｈｓをＭＡＣ－ｉ／ｉ
ｓに置換することによってアップリンク（ＵＬ）にも適用可能である。
【００２０】
　図１は、ｅｖｏｌｖｅｄ　ＨＳＰＡでの多用途のＭＡＣ多重化用に構成された無線通信
システム１００のブロック図である。このシステムは、基地局１０５および無線送受信ユ
ニット（ＷＴＲＵ）１１０を含む。基地局１０５およびＷＴＲＵ　１１０は、無線通信リ
ンクを介して通信する。
【００２１】
　図１に示されているように、ＷＴＲＵ　１１０は、送信器１２０、受信器１３０、およ
びプロセッサ１４０を含む。プロセッサ１４０は、バッファ１５０およびメモリ１６０に
接続される。プロセッサ１４０は、下で説明する少なくとも１つの技法を使用してペイロ
ード・ユニットを処理するように構成される。
【００２２】
　図１には、送信器１６５、受信器１７０、およびプロセッサ１８０を含む基地局１０５
も示されている。プロセッサ１８０は、バッファ１９０およびメモリ１９５に接続される
。プロセッサ１８０は、下で説明する少なくとも１つの技法を使用してペイロード・ユニ
ットを処理するように構成される。
【００２３】
　図２は、異なる論理チャネルおよび優先順位キューからのＳＤＵの多重化に使用される
ペイロード・ヘッダ２００である。第１実施形態では、複数の優先順位キューからのＳＤ
Ｕの、単一のＭＡＣ－ｅｈｓ　ＰＤＵへの多重化を開示する。さらに、複数の論理チャネ
ルからのＳＤＵの、単一の優先順位キューへのマージが含まれる。
【００２４】
　ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＰＤＵは、１つまたは複数の優先順位キューからの１つまたは複数の
ＳＤＵの連結および／またはセグメント化によって作成される。ヘッダが、図２に示され
ているように構造内のペイロードに取り付けられる。ヘッダ２８０は、複数ｋ個のキュー
セクション２０５を含み、各ｋ個のキューセクション２０５は、送信シーケンス番号（Ｔ
ＳＮ）２４０、ＳＤＵ記述スーパーフィールド（ＳＤＳＦ）２５０、および「終了」フラ
グ（Ｆ）２６０を含む。各ｋ個のキューセクション２０５は、優先順位キューに対応し、
そこからＳＤＵ（１つまたは複数）（またはそのセグメント）がとられる、ここで、ｋは
、優先順位キューの個数であり、そこからＳＤＵがこのＭＡＣ－ｅｈｓ　ＰＤＵに多重化
される。ヘッダ２８０は、オプションのバージョンフラグ２１０および／またはオプショ
ンのキューＩＤフィールド２３０を含むこともできる。
【００２５】
　オプションのバージョンフラグ２１０は、後方互換性を保証するために、プロトコルの
どのバージョンが使用されるかを示す。ＭＡＣ－ｅｈｓの以前のバージョンが存在するの
で、このフィールドは、２ビットを有する必要がある。バージョンフラグ２１０は、異な
るＭＡＣ－ｅｈｓヘッダ・フォーマットをサポートするために無線ベアラ（radio bearer
）がマッピングされる時に、使用することができる。各無線ベアラは、特定のフォーマッ
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トを使用するように構成される。あるいは、ＭＡＣ－ｅｈｓフォーマットを、明示的に、
またはＨｉｇｈ　Ｓｐｅｅｄ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ（ＨＳ－
ＳＣＣＨ）上のシグナリングによって暗黙のうちに、のいずれかで識別することができる
。ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＰＤＵに多重化する無線ベアラを、その無線ベアラ用に構成されたＭ
ＡＣ－ｅｈｓフォーマットによって制限することができる。
【００２６】
　図２に示されているように、各ヘッダ２８０は、ペイロード内の対応するＳＤＵがどの
リオーダリング・キューに属するかを識別するオプションのキューＩＤフィールド２３０
を含むことができる。リオーダリング・キューは、優先順位キューに直接にマッピングさ
れてもされなくてもよい。ヘッダ２８０は、このキューＩＤのデータのシーケンス番号を
識別する少なくとも１つの送信シーケンス番号（ＴＳＮ）フィールド２４０をも含む。ヘ
ッダ２８０に含まれるもう１つの特徴は、ＳＤＵをどのようにディスアセンブルし、かつ
／または再アセンブルするかを示し、それらがどの論理チャネル（１つまたは複数）に属
するかを示す、少なくとも１つのＳＤＵ記述スーパーフィールド（ＳＤＳＦ）２５０であ
る。このスーパーフィールドに関する詳細およびオプションは、後で説明する。ヘッダ２
８０は、このヘッダ・セクションがヘッダの最後のセクションであるのか別のサブヘッダ
が続くのかを示す、少なくとも１つのオプションの「終了」フラグ２６０をも含むことが
できる。
【００２７】
　ＭＡＣ－ｅｈｓヘッダ２８０には、ＭＡＣ－ｅｈｓペイロード２９０が続き、このＭＡ
Ｃ－ｅｈｓペイロード２９０は、一連のＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵまたはＭＡＣ－ｅｈｓ　
ＳＤＵのセグメント２９５、およびオプションのパディングビット２７０を含む。パディ
ングビット２７０は、ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＰＤＵレベルでのオクテット・アライメント（整
列）を維持するために、必要に応じてペイロード２９０に追加することができる。許容さ
れるトランスポート・ブロック（ＴＢ）サイズを有するアライメントが、ＨＳ－ＤＳＣＨ
トランスポート・チャネル（ＴｒＣＨ）にマッピングされる。
【００２８】
　図３ａに示されているように、ＳＤＵ記述スーパーフィールド２５０は、ある優先順位
キューからのＳＤＵがどのように連結／セグメント化されるか、そのサイズ、およびそれ
が対応する論理チャネルを効率的にシグナリングするように配置される。
【００２９】
　性能の損失なしに、ＳＤＵを、優先順位キュー内でシーケンシャルな形でセグメント化
することができる。これは、ＳＤＵまたはそのセグメントの送信が、前のＳＤＵの最後の
ＳＤＵまたはセグメントが送信済みになる（または同一ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＰＤＵ内で送信
されつつある）まで、制限されることを意味する。この制約を伴って、（異なる）ＳＤＵ
の多くとも２つのセグメントが、その間の無制限の個数のフル（非セグメント化ＳＤＵ）
と一緒に、ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＰＤＵ内の特定のリオーダリング・キューについて存在する
。
【００３０】
　図３ｂは、異なる論理チャネルおよび優先順位キューからのリオーダリングＰＤＵを多
重化するのに使用されるｋ個のリオーダリングＰＤＵを含むＭＡＣ－ｅｈｓ　ＰＤＵのペ
イロード・ヘッダ・フォーマットである。リオーダリング・キューごとのＭＡＣ－ｅｈｓ
　ＰＤＵ　３９５内のペイロード２９０の開始の位置は、識別可能であると仮定される。
ヘッダ２８０内にリストされる最初のリオーダリング・キューに対応するデータについて
、ペイロード２９０の開始は、ヘッダの直後である。このことは、最後の優先順位キュー
を除く、図３ａに示された各優先順位キューのＳＤＳＦフィールド２５０が、対応するペ
イロードの総サイズを判定するように構成されるならば、後続リオーダリング・キューに
対応するデータについても可能である。図３ａの構造は、この要件を満足する。
【００３１】
　図３ａに示されているように、ＳＤＳＦフィールド２５０の全般的構造は、次の要素を
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含む。「フル／セグメント開始」（ＦＳＳ）フラグ３２０は、このリオーダリング・キュ
ーのペイロードの開始位置にあるデータが、ＳＤＵのセグメントまたはＳＤＵ全体（フル
ＳＤＵ）のどちらに対応するのかを示す。「フル／セグメント終了」（ＦＳＥ）フラグ３
６０は、ＦＳＳフラグに続き、この優先順位キューのペイロードの最後の位置にあるデー
タが、ＳＤＵのセグメントまたはＳＤＵ全体のどちらに対応するのかを示す。ＦＳＳおよ
びＦＳＥの組合せは、図３ｂに示されたセグメント化表示（ＳＩ）フィールド３９７と同
等である。ペイロード２９０内に存在するＳＤＵまたはＳＤＵセグメントのそれぞれにつ
いて、ＳＤＵ（またはそのセグメント）が属する論理チャネルを含む論理チャネル・イン
ジケータ（ＬＣＩＤ）フィールド３３０と、ＳＤＵ（またはそのセグメント）の長さを示
す長さインジケータ（ＬＩ）フィールド３４０（このフィールドは、後続実施形態でより
詳細に説明する）と、このＳＤＵに続く少なくとももう１つのＳＤＵ（またはそのセグメ
ント）があるかどうか、またはこのリオーダリング・キューについてこれが最後のＳＤＵ
（またはそのセグメント）であるかどうかを示す「ＳＤＵ終り」フラグ３５０（このフィ
ールドは、１ビットを有することができる）とが含まれる。
【００３２】
　ＦＳＳフラグ３２０とＦＳＥフラグ３６０との両方が、１つのＳＤＵ（またはそのセグ
メント）だけがある場合であってもセットされなければならないことに留意されたい。Ｆ
ＳＳ　３２０およびＦＳＥ　３６０を、たとえばＳＩと呼ぶことのできる２ビットの単一
フィールドとして識別することができることにも留意されたい。この場合に、１対１マッ
ピングを、フラグＦＳＳ３２０およびＦＳＥの値の各可能な組合せとＳＩフィールドの２
ビットの各可能な組合せとの間で定義することができる。たとえば、
　・ＦＳＳ ＝ セグメントおよびＦＳＥ ＝ セグメントを、ＳＩ＝１１にマッピングする
ことができ、
　・ＦＳＳ ＝ フルおよびＦＳＥ ＝ セグメントをＳＩ＝１０にマッピングすることがで
き、
　・ＦＳＳ ＝ セグメントおよびＦＳＥ ＝フルをＳＩ＝０１にマッピングすることがで
き、
　・ＦＳＳ ＝ フルおよびＦＳＥ ＝ フルをＳＩ＝００にマッピングすることができる
逆に、上のマッピングを用いると、ＦＳＳおよびＦＳＥの値を、ＳＩフィールドから次の
ように取り出すことができる。
　・ＦＳＳ ＝ セグメントは、最初のペイロード・ユニットがセグメントであることに対
応する
　　○１つのペイロード・ユニットだけがあり、セグメントが中間セグメントである場合
には、これは、ＳＩ＝１１に対応する（すなわち、ＦＳＥにもフルがセットされる）
　　○セグメントが、ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵの最後のセグメントである場合に、これは
、単一のペイロード・ユニットがある時または最後のペイロード・ユニットが完全なＭＡ
Ｃ－ｅｈｓ　ＳＤＵである（すなわち、ＦＳＥにフルがセットされる）場合にＳＩ＝０１
に対応し、あるいは、最後のペイロード・ユニットがセグメントである（すなわち、ＦＳ
Ｅにセグメントがセットされる）場合に、ＳＩ＝１１に対応する
　・ＦＳＳ ＝ フルは、単一のペイロード・ユニットがある時または最後のペイロード・
ユニットがＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵの最初のセグメントである（すなわち、ＦＳＥにフル
がセットされる）時にＳＩ＝１０に対応し、完全なＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵだけが存在す
る（すなわち、ＦＳＥにもフルがセットされる）時にＳＩ＝００に対応する。
　・ＦＳＥ ＝ セグメントは、上で説明したようにＦＳＥに依存してＳＩ＝１１またはＳ
Ｉ＝１０に対応する
　・ＦＳＥ ＝ フルは、上で説明したようにＦＳＥに依存してＳＩ＝０１またはＳＩ＝０
０に対応する
やはり図３ａに示されているように、ＬＣＩＤフィールド３３０およびＬＩフィールド３
４０を、一緒に、アップリンクに関するｅｎｈａｎｃｅｄ　ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｃｈａ
ｎｎｅｌ（Ｅ－ＤＣＨ）符号化で使用されるものに似た単一のＤａｔａ　Ｄｅｓｃｒｉｐ
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ｔｉｏｎ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ（ＤＤＩ）フィールドとして識別することができる。しか
し、符号化の原理は、下で説明するように、異なるものとすることができる。
【００３３】
　複数のオプションが、ＬＣＩＤフィールド３３０の符号化に関して可能である。１つの
オプションは、符号化が、ターゲット・チャネル・タイプ・フィールド（ＴＣＴＦ）およ
び制御トラフィック番号付け（Ｃ／Ｔ　ｍｕｘ）について、専用制御チャネル／専用トラ
フィックチャネル（ＤＣＣＨ／ＤＴＣＨ）の場合と同一の識別方式に従うことができると
いうことである。ＭＡＣ－ｃレイヤでは、ＴＣＴＦフィールドおよびＣ／Ｔ　ｍｕｘフィ
ールドが、一緒に、１つの論理チャネルを識別する。ＴＣＴＦは、ターゲット・チャネル
・タイプを識別し、Ｃ／Ｔ　ｍｕｘは、インデックスを識別する。このオプションでは、
ＭＡＣ－ｃと同一タイプの符号化を可能にすることができる。この場合に、ＴＣＴＦと論
理チャネルのタイプ（たとえば、共通制御チャネル（ＣＣＣＨ）、ページング制御チャネ
ル（ＰＣＣＨ）、専用制御チャネル（ＤＣＣＨ）など）との間のマッピングを、既知の実
施形態と同一の形で指定することができる。この場合に、ＬＣＩＤフィールドによって占
有されるビット数は、可変である。その代わりに、ＴＣＴＦおよびＣ／Ｔを、協同で、共
通パラメータにコーディングすることができる。チャネルタイプは、Ｃ／Ｔとして構成す
ることができ、あるいは、ＬＣＩＤの一意の値を指定することができる。
【００３４】
　オプションで、所与の時に受信器が利用していることができる論理チャネル（すべての
タイプの）の最大の可能な個数がＮＬｍａｘであり、ＮＬｍａｘを、これらの論理チャネ
ルのビット数（ＮＬＭｂビット）によって表すことができると仮定すると、ＬＣＩＤフィ
ールドは、ＮＬＭｂ個のビットを含み、論理チャネル識別子を含む。たとえば、ネットワ
ークは、１６個までの論理チャネル（すなわち、ＮＬｍａｘ＝１６）を構成することがで
きる。したがって、１６個の論理チャネルを識別できるために、４ビット（すなわち、Ｎ
ＬＭｂ＝４）が必要になるはずである。この論理チャネル識別子とそれが対応する論理チ
ャネルとの間のマッピングは、以前の無線リソース制御／Ｎｏｄｅ　Ｂアプリケーション
パート（ＲＲＣ／ＮＢＡＰ）シグナリングから既知であり、および／または前もって指定
される（事前に決定される）。いくつかの値は、単一のインスタンスが可能である論理チ
ャネルのタイプに予約済みとすることができる。たとえば、１つのＣＣＣＨだけがあるも
のとすることができ、特定の値を、このチャネルのために事前に決定することができる。
【００３５】
　オプションで、受信器が全体として利用できる論理チャネルの全体的な最大の可能な個
数より少ない所与の優先順位キュー内で多重化できる論理チャネルの最大の可能な個数（
ＮＬＱｍａｘ）があるものとすることができる。ＮＬＱｍａｘを、ＮＬＱｍａｘを識別す
るのに必要なビット数（ＮＬＭＱｂビット）によって表すことができる場合に、ＬＣＩＤ
フィールドは、ＮＬＭＱｂ個のビットを含む。その場合に、ＮＬＭＱｂ個のビットの値の
各可能なセットと論理チャネルタイプおよび／またはインデックスとの間のマッピングは
、各優先順位キューに固有であり、以前のＲＲＣ／ＮＢＡＰシグナリング（定義された優
先順位キューごとに潜在的に異なるマッピングを指定する）から既知である。このオプシ
ョンは、上で示した論理チャネルのある種のタイプに関する事前に決定される値の使用を
除外しない。
【００３６】
　後で詳細に説明するように、ＭＡＣ－ｅｈｓヘッダを構成する複数のオプションがある
。図３ａに示されているように、ＳＤＳＦフィールド２５０を定義して、同一の論理チャ
ネルに属するおよび／または同一の長さを有する複数のＳＤＵが互いに続く時のオーバー
ヘッドを最小にするために「個数」（Ｎ）フィールド３８０の使用をサポートすることが
できる。
【００３７】
　Ｎフィールド３８０は、必ず存在し、同一の長さを有し同一の論理チャネルに属するＮ
個の連続するＳＤＵのすべてのグループについてＬＣＩＤフィールド３３０およびＬＩフ
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ィールド３４０に先行する（またはこれに続く）ことができる。
【００３８】
　Ｎフィールド３８０は、必ず存在し、同一の論理チャネルに属するＮ個の連続するＳＤ
ＵのすべてのグループについてＬＣＩＤフィールド３３０に先行する（またはこれに続く
）ことができるが、各ＳＤＵは、それ自体のＬＩフィールド３４０を有するはずである。
【００３９】
　Ｎフィールド３８０は、Ｎが１より大きい場合に、Ｎ個の連続するＳＤＵ（同一の長さ
および論理チャネルを有する）のグループについてのみ存在することができる。「複数Ｓ
ＤＵ」（ＭＳ）フラグ３９０が、Ｎフィールド３８０が存在するか否かを示すことができ
る。これは、ペイロードのＳＤＵが、すべてが異なる長さを有するか異なる論理チャネル
に属する時のＮフィールド３８０の存在に起因する過剰なオーバーヘッドのリスクを減ら
す。
【００４０】
　Ｎフィールド３８０は、Ｎが１より大きい場合に、Ｎ個の連続するＳＤＵ（同一の論理
チャネルからの）のグループについてのみ存在することができる。ＭＳフラグ３９０が、
Ｎフィールド３８０が存在するか否かを示すことができる。どの場合でも、各ＳＤＵは、
それ自体のＬＩ　３４０フィールドを有するはずである。
【００４１】
　Ｎフィールド３８０を、特定のＬＣＩＤフィールド３３０について構成することができ
る。ＬＣＩＤ　３３０は、Ｎフィールド３８０が存在するかどうかを曖昧さなしに識別す
ることができる。
【００４２】
　ＬＣＩＤ　３３０を、最初のＳＤＵについて、このＳＤＵがセグメントである場合に省
略することができる。その原理は、最初のセグメントが送信された時に、情報が前のＭＡ
Ｃ－ｅｈｓ　ＰＤＵ内に存在しなければならないことである。あるいは、ＬＣＩＤフィー
ルド３３０を、最後のＳＤＵについて、このＳＤＵがセグメントである場合に省略するこ
とができる。
【００４３】
　ＳＤＵ（またはそのセグメント）またはＳＤＵのグループごとに「ＳＤＵ終り」フラグ
３５０を挿入する代わりに、この優先順位キューのペイロード内のＳＤＵまたはＳＤＵセ
グメントの総数を示すＳＤＳＦフィールド全体に関する単一の「ＮＴｏｔ」フィールド（
図示せず）を追加することができる。このフィールドのサイズは、ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＰＤ
Ｕ内の優先順位キューごとのＳＤＵの最大の可能な個数に依存する。
【００４４】
　各ＳＤＵまたはそのセグメントの長さを示す複数の方法が存在する。すべてのＳＤＵま
たはそのグループもしくはセグメントについてＬＩ　３４０を利用する複数の実施形態が
存在する。この実施形態は、各ＳＤＵまたはそのグループもしくはセグメントの長さを効
率的にシグナリングするためにＬＩフィールド３４０をどのように構造化するかを説明す
るものである。
【００４５】
　ＬＩ　３４０は、ＳＤＵまたはそのセグメントが含む正確なビット数（または、各ＳＤ
Ｕがオクテット整列されることが課せられる場合にはオクテット数）を指定する。この表
現は、一般に知られたバイナリフォーマットの１つ（たとえば、最上位ビット（ＭＳＢ）
が先または最下位ビット（ＬＳＢ）が先）を使用して作ることができる。ＬＩ　３４０フ
ィールドの長さは、ＳＤＵの最大の可能な長さに依存する。複数の可能なオプションが、
ＬＩ　３４０フィールドの長さについて可能である。１つのオプションでは、ＬＩ　３４
０の長さは、事前に決定され、論理チャネル（ＬＣＩＤフィールド３３０）に関わりなく
固定され、所与のＲＬＣインスタンスについて最大ＳＤＵサイズをセットするためのすべ
ての以前のシグナリングに関わりなく、すべての論理チャネルにまたがって最大ＳＤＵサ
イズ（ビット単位またはオクテット単位）を表すのに必要なビット数である。代替オプシ
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ョンでは、ＬＩ　３４０の長さは、論理チャネル（ＬＣＩＤ）フィールド３３０に依存し
、この論理チャネルの最大ＳＤＵサイズ（ビット単位またはオクテット単位）を表すのに
必要なビット数である。最大ＳＤＵサイズは、無線ベアラ・インスタンス化ごとに変化す
る可能性があり、再構成時にまたは動的にさえ変化する可能性がある。可能な曖昧さを回
避するために、ネットワークは、ＬＩ　３４０フィールドのサイズを受信器にシグナリン
グできると同時に、最大ＳＤＵサイズの変化をシグナリングすることもできる。
【００４６】
　もう１つの変形形態は、サイズインジケータ（ＳＩＤ）（図示せず）およびＬＩ　３４
０の混合利用を含む。サイズインジケータ（ＳＩＤ）は、ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵの長さ
がサイズの事前定義されたセットのうちの１つである時に、必ず、送信器によって使用さ
れる。サイズインジケータは、各可能な値が事前定義のＳＤＵサイズを表す、少数のビッ
ト（たとえば、３つ）を有するフィールドである。そうではなく、ＳＤＵサイズが事前定
義されたサイズのセットのうちの１つではない場合に、ビットまたはオクテットの正確な
個数を指定する（バイナリフォーマットで）ＬＩ　３４０が、非オクテット整列ＳＤＵの
場合に使用される。受信器がＳＩＤとＬＩ　３４０との間で区別することを可能にするた
めに、１ビットのフラグが、ＳＩＤフィールドまたはＬＩ　３４０フィールドのいずれか
の前に挿入される。あるいは、ＳＩＤの適用が、ＬＣＩＤの構成に依存する。この場合に
、ＳＩＤまたはＬＩ　３４０の使用は、ＬＣＩＤ値に基づいて知られる。ＳＩＤフィール
ドのビット数が、一定である必要がないことに留意されたい。
【００４７】
　ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＰＤＵに含まれるＳＤＵのサイズ（１つまたは複数）を表すのに必要
な平均ビット数の最小化は、ＳＩＤによって表されるサイズの事前定義のセットが最もし
ばしば出会うサイズのセットに対応する場合に、達成される。ＳＩＤ値と対応するＳＤＵ
サイズとの間のマッピングは、少なくとも送信器および受信器によって知られなければな
らない。複数の方法を定義して、ＳＩＤ値とＳＤＵサイズとの間の適切なマッピングを決
定し、このマッピングを受信器および／または送信器にシグナリングすることができる。
【００４８】
　１つのＳＩＤマッピング方法は、明示的な無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）ベ
ースのマッピングを利用する。この方法では、ＲＮＣは、ＳＩＤマッピングを判定し、そ
のマッピングを、それぞれＩｕｂおよびＲＲＣシグナリングを介して基地局とＷＴＲＵと
の両方にシグナリングする。この方法の使用は、どのＬＣＩＤがＭＡＣ－ｅｈｓ　ＰＤＵ
内に存在するかに依存する可能性がある。これは、ＲＮＣがすべての可能なＳＤＵサイズ
についてＳＩＤを定義することを要求されるかどうかにも依存する可能性があり、ここで
、基地局は、挿入されなければならないＳＤＵのサイズがＳＩＤ値にマッピングされるサ
イズのうちの１つではない場合にＬＩを利用することができる。ＲＮＣは、最大ＲＬＣ　
ＰＤＵサイズ、ステータスＲＬＣ　ＰＤＵのサイズ、またはＲＮＣによって見られる最も
頻繁に発生すると観察されるＲＬＣ　ＰＤＵサイズなど（これらに限定はされない）、よ
り頻繁に発生する（またはより頻繁に発生すると期待される）ＳＤＵサイズを選択するこ
とができる。
【００４９】
　第２のＳＩＤマッピング方法は、暗黙のマッピングを使用する。この方法では、ＳＩＤ
とＳＤＵサイズとの間のマッピングが、明示的にはシグナリングされない。その代わりに
、ＳＩＤは、送信器および受信器によって知られるルールによって、あるＳＤＵサイズを
暗黙のうちに割り当てられる。この方法を使用するＳＩＤマッピングのルールの例は、Ｓ
ＩＤ値＃ｎ１を最大ＰＬＣ　ＰＤＵサイズに割り当てること、シナリオ（たとえば、ステ
ータスＲＬＣ　ＰＤＵの通常の値）に関わりなく、ＳＩＤ値＃ｎ２をＮに割り当てること
（Ｎは、頻繁に発生することがわかっている固定値である）、または、ＳＩＤ値＃ｎ３を
最大ＲＬＣ　ＰＤＵサイズの半分（または、１／３もしくは１／４など、一部）に割り当
て、したがって、２つ、３つ、または４つの等しいサイズでのセグメント化をサポートす
ることを含む。
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【００５０】
　第３のＳＩＤマッピング方法は、基地局ベースのマッピングを使用する。この方法では
、ＳＩＤ値とＳＤＵサイズとの間のマッピングが、どのＳＤＵサイズが最もしばしば発生
する傾向があるかの観察に基づいて決定される。このマッピングは、ＭＡＣシグナリング
を介して通信される。マッピングをシグナリングする１つの可能な形は、ＬＩに続くよう
に定義された「マッピング」フラグを使用することによるものである。このフラグがセッ
トされている時に、続くビットは、ＬＩによって表されるサイズがＷＴＲＵでのこのＭＡ
Ｃ－ｅｈｓ　ＰＤＵの成功の受信に続いて後続ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＰＤＵでマッピングされ
るＳＩＤ値を表す。したがって、受信器は、それがあるＳＩＤ値に割り当てることを望む
サイズのＳＤＵを次に受信するのを待つ。そのＳＤＵが受信され、ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＰＤ
Ｕが作成される時に、ＬＩは、通常通りにＳＤＵの長さをシグナリングするのに利用され
る。受信器は、「マッピング」フラグをセットし、その後にセットすべきＳＩＤ値を挿入
する。ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＰＤＵの正しい受信時に、送信器は、マッピングフラグがセット
されていることを判定し、新しいサイズをそれに続くＳＩＤ値に割り当て、このＳＩＤ値
に以前にマッピングされたすべてのサイズを破棄する。
【００５１】
　ＭＡＣ－ｅｈｓ多重化に対する制約に関して可能ないくつかの特定の実施形態を開示す
る。これらの制約は、論理チャネルのサービス品質（ＱｏＳ）要件（たとえば、再送信、
待ち時間、ブロックエラー比（ＢＬＥＲ））を満足するのに必要と考えることができる。
【００５２】
　多重化制約を、どの優先順位キューを多重化できるかを指定する制御情報と共に、ＵＭ
ＴＳ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ（ＵＴＲＡ
Ｎ）内のＩｕｂ／Ｉｕｒインターフェース上でシグナリングすることができる。優先順位
キューが、論理チャネルを多重化することから形成される場合に、ＭＡＣ－ｅｈｓ多重化
が論理チャネルから直接である場合（すなわち、優先順位キューが論理チャネルから形成
されない、または優先順位キューと論理チャネルとの間に１対１マッピングがある時）に
、どの論理チャネルを多重化できるかを判定することができる。
【００５３】
　上のＭＡＣ－ｅｈｓ多重化制約の１つの応用例を、シグナリング無線ベアラ（ｓｉｇｎ
ａｌｉｎｇ　ｒａｄｉｏ　ｂｅａｒｅｒ、ＳＲＢ）が非シグナリング無線ベアラと多重化
されないこととすることができる。ＳＲＢが、非ＳＲＢとは別々に多重化される場合に、
ＳＲＢに関するＴＢサイズ判定を、次の形で扱うことができる。ＲＡＣＨ測定値を使用し
て、ｒａｄｉｏ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｔｒｏｌ（ＲＲＣ）からの構成シグナリング
および再構成シグナリング中に、ＳＲＢからのＳＤＵを担持するＭＡＣ－ｅｈｓ　ＰＤＵ
のＴＢサイズを判定し、ＭＡＣにシグナリングすることができる。
【００５４】
　図４は、ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＰＤＵを処理し、ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵを再構成するため
に実行される動作４００の流れ図である。ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＰＤＵの受信時に、４０５で
、ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＰＤＵヘッダが、ヘッダがどこで終わるのかを見つけるのに「終了」
フラグを利用して、ペイロードからはぎ取られ、そのセクションに分割される。ヘッダ・
セクション（優先順位キュー）ごとに、対応するペイロード（ＳＤＵおよびそのフラグメ
ント）が、４１０で、ＳＤＳＦから示されるように抽出され、４２０で、これがヘッダ・
セクション自体に取り付けられて、リオーダリング「キューＰＤＵ」が作成され４３０、
４４０で、このキューＰＤＵをリオーダリング・キューＩＤおよびＴＳＮに対応するリオ
ーダリング・キューに挿入する。代替案では、ＰＤＵを作成する必要があるのではなく、
ヘッダ・セクションに含まれる情報（たとえば、ＴＳＮ、ＳＤＳＦ）を、４２５で抽出し
、リオーダリング・キュー内の対応するペイロードに関連付け、その結果、４５０でリオ
ーダリングを実行できるようにし、その後、ディスアセンブリおよび／または再アセンブ
リを実行できるようにする。４５０でのリオーダリングプロセスに続いて、４６０で再ア
センブリを実行する。４６０での再アセンブリが完了した後に、完全なＭＡＣ　ＳＤＵが
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、４７０で正しい論理チャネルに送達される。
【００５５】
　各リオーダリング・キュー内で、リオーダリング機能性４５０は、ＭＡＣ－ｅｈｓ　Ｐ
ＤＵが１つまたは複数のリオーダリング・キューＰＤＵ（またはＴＳＮ、ＳＤＳＦ、およ
び関連するペイロードのセット）に置換されるように実行され、リオーダリングされたＰ
ＤＵは、ディスアセンブリ・ユニット（図示せず）ではなく、ＭＡＣ　ＳＤＵディスアセ
ンブリ／再アセンブリ／多重分離ユニット（図示せず）に送られる。また、キュー固有タ
イマ（Ｔ１）（図示せず）をシグナリングすることができる。各リオーダリング・キュー
は、オプションで、別々のＴ１タイマを有することができる。
【００５６】
　図５は、各ディスアセンブリ／再アセンブリ／多重分離ユニット内の例のデータ処理機
能性５００の流れ図である。ＳＤＳＦフィールドを読み取ることによって、データが、各
ディスアセンブリ／再アセンブリ／多重分離ユニット内で処理される。次では、この優先
順位キューのＴＳＮ＝ｎのデータに関する動作を説明する。図５に示されているように、
すべてのＳＤＵまたはＳＤＵセグメントが、５０５で、ＬＩフィールド、「ＳＤＵ終り」
フラグ、および適用可能な場合にＮフィールドを利用してディスアセンブルされる。５１
０で、ＦＳＳフラグにセグメントがセットされ、５２０で、この優先順位キューのＴＳＮ
＝ｎ－１のデータがこのディスアセンブリ／再アセンブリ／多重分離ユニットに以前に送
達されている場合に、ＳＤＵセグメント（この優先順位キューのペイロードの最初のＳＤ
Ｕ）が、５３０で、再アセンブリ・ユニット内に格納された以前のＰＤＵのセグメントを
用いて再アセンブルされる。５４０で、ＳＤＵまたはＳＤＵセグメントの個数が１より大
きいかどうかまたはＦＳＥフラグに「フル」がセットされているかどうかの判定を行う。
ＳＤＵまたはＳＤＵセグメントの個数が１より大きい場合、またはＦＳＥフラグに「フル
」がセットされている場合に、リオーダリングＰＤＵの最初のＳＤＵは、ＭＡＣ　ＳＤＵ
の最後のセグメントであり、完全に再アセンブルされたＳＤＵが、５５０で、ＬＣＩＤフ
ィールドによって示される論理チャネルに対応するサービス・アクセス・ポイントのより
上位のレイヤに送達される。ＳＤＵまたはＳＤＵセグメントの個数が１より小さく、ＦＳ
Ｅフラグに「セグメント」がセットされている場合に、ＳＤＵは、リオーダリングＰＤＵ
の中間セグメントであり、５４５で、再アセンブルされたセグメントが格納され、この手
順は、そのリオーダリングＰＤＵについて終了する。
【００５７】
　５１０でＦＳＳフラグに「セグメント」がセットされ、５２０でこの優先順位キューの
ＴＳＮ＝ｎ－１のデータが以前に送達されていない（たとえば、Ｔ１タイマが満了した場
合）場合に、５２５で、ＳＤＵセグメントと、再アセンブリ・ユニットに格納された前の
ＰＤＵの前のＳＤＵセグメントが破棄される。次に、５８０で判定を実行して、１つより
多数のＳＤＵセグメントが抽出されたかどうかを判定する。１つより多数のＳＤＵまたは
ＳＤＵセグメントが抽出されている場合には、受信器は、５７０で、最初のＳＤＵまたは
ＳＤＵセグメントと最後のＳＤＵまたはＳＤＵセグメントとの間の抽出されたＳＤＵを、
ぞれぞれのＬＣＩＤフィールドによって示される論理チャネルに対応するサービス・アク
セス・ポイントのより上位のレイヤに送達する。ＦＳＥフラグに「セグメント」がセット
されている場合に、セグメントは、ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵの最初のセグメントであり、
受信器は、５９０で、再アセンブリ・ユニットに格納された前のＰＤＵからのすべてのセ
グメントを破棄し、最後のＳＤＵセグメントを再アセンブリ・ユニットに挿入する。ＦＳ
Ｅフラグに「フル」がセットされている場合に、最後のペイロード・ユニットは、完全な
ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵであり、受信器は、５９５で、最後のＳＤＵをＬＣＩＤフィール
ドによって示される論理チャネルに対応するサービス・アクセス・ポイントのより上位の
レイヤに送達する。
【００５８】
　５１０でＦＳＳフラグにセグメントがセットされ、５２０でこの優先順位キューのＴＳ
Ｎ＝ｎ－１のデータが以前に送達されている場合に、ＳＤＵセグメントは、以前に格納さ
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れたＰＤＵセグメントを用いて再アセンブルされる。５４０で、ＳＤＵまたはＳＤＵセグ
メントが１つより多いまたはＦＳＥフラグに「フル」がセットされていると判定される場
合に、受信器は、５５０で、完全に再アセンブルされたＳＤＵをＬＣＩＤフィールドによ
って示される論理チャネルに対応するサービス・アクセス・ポイントのより上位のレイヤ
に送達する。次に、５８０で判定を実行して、１つより多数のＳＤＵセグメントが抽出さ
れたかどうかを判定する。１つより多数のＳＤＵまたはＳＤＵセグメントが抽出されてい
る場合に、受信器は、５７０で、最初のＳＤＵまたはＳＤＵセグメントと最後のＳＤＵま
たはＳＤＵセグメントとの間の抽出されたＳＤＵを、それぞれのＬＣＩＤフィールドによ
って示される論理チャネルに対応するサービス・アクセス・ポイントのより上位のレイヤ
に送達する。ＦＳＥフラグに「セグメント」がセットされている場合に、そのセグメント
は、ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵの最初のセグメントであり、受信器は、５９０で、再アセン
ブリ・ユニットに格納された前のＰＤＵからのすべてのセグメントを破棄し、そのセグメ
ントを再アセンブリ・ユニットに挿入する。ＦＳＥフラグに「フル」がセットされている
場合に、受信器は、５９５で、最後のＳＤＵをＬＣＩＤフィールドによって示される論理
チャネルに対応するサービス・アクセス・ポイントのより上位のレイヤに送達する。５４
０で、ＳＤＵまたはＳＤＵセグメントが１つより少ないまたはＦＳＥフラグに「セグメン
ト」がセットされていると判定される場合に、パケットが組み合わされ、格納され、この
手順は５４５で終了する。
【００５９】
　５１０でＦＳＳフラグに「フル」がセットされ、ＦＳＥに「セグメント」がセットされ
ていない時には、最初のペイロード・ユニットは、完全なＳＤＵであり、５６０で、最初
のＳＤＵが、ＬＣＩＤフィールドによって示される論理チャネルに対応するサービス・ア
クセス・ポイントのより上位のレイヤに送達される。その後、５８０で判定を実行して、
１つより多数のＳＤＵセグメントが抽出されたかどうかを判定する。１つより多数のＳＤ
ＵまたはＳＤＵセグメントが抽出されている場合に、受信器は、５７０で、最後のＳＤＵ
またはＳＤＵセグメントまでの抽出されたＳＤＵを、それぞれのＬＣＩＤフィールドによ
って示される論理チャネルに対応するサービス・アクセス・ポイントのより上位のレイヤ
に送達する。ＦＳＥフラグに「セグメント」がセットされている場合に、受信器は、５９
０で、再アセンブリ・ユニットに格納された前のＰＤＵからのすべてのセグメントを破棄
し、最後のＳＤＵセグメントを再アセンブリ・ユニットに挿入する。ＦＳＥフラグに「フ
ル」がセットされている場合に、受信器は、５９５で、最後のＳＤＵをＬＣＩＤフィール
ドによって示される論理チャネルに対応するサービス・アクセス・ポイントのより上位の
レイヤに送達する。
【００６０】
　もう１つの実施形態で、ベースライン・ヘッダに対する変更を導入して、ＲＬＣサイズ
の事前定義のセットが適用される論理チャネルすなわち、３ＧＰＰ　Ｒｅｌｅａｓｅ　７
で使用可能な柔軟なＲＬＣ　ＰＤＵサイズを用いて構成されたＲＬＣインスタンスによっ
て使用されない論理チャネルをより効率的にサポートすることができる。たとえば、これ
らのチャネルを、固定ＰＤＵサイズを用いて構成されたＡＭ　ＲＬＣインスタンスまたは
固定ＰＤＵサイズを用いて構成されたｕｎａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｄ　ｍｏｄｅ（ＵＭ）
ＲＬＣインスタンスによって使用することができる。
【００６１】
　図６は、同一ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＰＤＵ内の異なるタイプの論理チャネルの効率的な多重
化を可能にするために関係する論理チャネルに属するＳＤＵ（１つまたは複数）を記述す
るヘッダ６００の諸部分である。この実施形態で説明される変更は、関係する論理チャネ
ルに属するＳＤＵ（１つまたは複数）を記述するヘッダ６００の諸部分のみに影響するこ
とができる。言い換えると、柔軟なＰＤＵサイズが適用される、同一ＭＡＣ－ｅｈｓ　Ｐ
ＤＵ内で多重化される他の論理チャネルがある場合に、ヘッダのうちでこれらの論理チャ
ネルに対応する部分は、それでも、ベースライン・ヘッダまたはこれらのチャネルに適用
可能なベースライン・ヘッダの任意の改善に従うことができる。これは、同一ＭＡＣ－ｅ
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ｈｓ　ＰＤＵ内での異なるタイプの論理チャネルの効率的な多重化を可能にする。この例
では、ＬＣＨ－ＩＤ２　６１０によって識別される論理チャネルだけが、固定ＰＤＵサイ
ズ（１つまたは複数）を用いて構成されたＲＬＣインスタンスによって使用される。下で
説明する変更は、それに関連するフィールド６２０（図６では肉太で示される）だけに適
用される。ヘッダ６００のこの部分を、これ以降は「ヘッダ部分」と称する。
【００６２】
　この実施形態に関する複数のオプションがある。オプション１は、関係する論理チャネ
ルのセグメント化を可能にしないが、より単純である。オプション２ａおよび２ｂは、セ
グメント化を可能にする。
【００６３】
　図７は、同一ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＰＤＵ内の異なるタイプの論理チャネルの効率的な多重
化を可能にするために関係する論理チャネルに属するＳＤＵ（１つまたは複数）を記述す
るヘッダ７００の構成である。オプション１は、固定ＰＤＵサイズ（１つまたは複数）が
適用される論理チャネルのセグメント化を可能にしない。論理チャネルＩＤ　７１０の直
後のヘッダ部分は、必ずしも順番通りではないが、次のフィールドを含む。オプションで
、送信シーケンス番号（ＴＳＮ）７２０が、論理チャネルＩＤ　７１０に続く。このフィ
ールドは、ヘッダ内の前の論理チャネルが同一のリオーダリング・キューを利用している
時には必要でない場合がある。オプションで、これがヘッダのＭＡＣ－ｅｈｓペイロード
・ユニットの最後のセットであるかどうかを示すフィールドフラグ（Ｆｈ）７３０を続け
ることができる。このフィールドは、ヘッダの終りが、ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＰＤＵのサイズ
をこれまでに復号されたペイロード・ユニットのサイズの合計と比較することによって判
定される場合に、必要でない場合がある。その代わりに、このフィールドを使用して、優
先順位キューの終りを示すこともできる。
【００６４】
　ヘッダ７００は、通常、論理チャネルからの同一サイズの連結されたＳＤＵの個数を示
すフィールド（Ｎ）７４０を含む。１つのオプションで、その個数が前のフィールドで示
されたＳＤＵ（１つまたは複数）のサイズを示すフィールド（ＳＩＤ）７５０を含めるこ
とができる。この論理チャネルに対応するヘッダの一部が完了するかどうかを示すオプシ
ョンの「終了」（Ｆｃ）フラグ７６０を含めることができる。このフラグが存在し、ヘッ
ダが完了しないことを示す場合に、（Ｎ、ＳＩＤ、Ｆｃ）フィールドの追加のセットが、
この論理チャネルについて続いて、ＳＩＤフィールドによって示されるサイズを有するＮ
個のＳＤＵのもう１つのグループを示す。もう１つのオプションで、ヘッダのバイト整列
を維持するのに必要なパディングビット７７０を含めることができる。これらのパディン
グビットは、その代わりに、複数の論理チャネルからのＳＤＵがＭＡＣ－ｅｈｓ　ＰＤＵ
内で多重化される場合に、ヘッダの一番最後に存在することができる。
【００６５】
　ＡＭ　ＲＬＣインスタンスによって使用される論理チャネルなど、単一の固定ＲＬＣ　
ＰＤＵサイズが適用される論理チャネルについて、Ｆｃフィールド（終了フラグ）７６０
を省略することができる。というのは、前もって、異なるサイズを有するＳＤＵの別のグ
ループがないことがわかっているからである。さらに、それに加えてサイズ自体がわかっ
ている場合に、ＳＩＤフィールド７５０も省略することができる。
【００６６】
　代替構成の例を、図８および９に示す。図８および９に示されたコンポーネントは、図
７のコンポーネントに対応する。図８は、ＬＣＨ－ＩＤが単一の固定ＲＬＣ　ＰＤＵサイ
ズを含む場合のヘッダ８００の例である。図９は、２つの論理チャネルからのＭＡＣ－ｅ
ｈｓ　ＳＤＵが一緒に多重化される場合のヘッダ９００の例である。一方の論理チャネル
は、柔軟なＲＬＣ　ＰＤＵサイズを用いて構成されたＲＬＣインスタンスによって使用さ
れ、他方の論理チャネルは、単一の固定ＲＬＣ　ＰＤＵサイズを用いて構成されたＲＬＣ
インスタンスによって使用される。この例では、２つの論理チャネル９１０および９１５
が、同一の優先順位キュー内にはなく、したがって、ＴＳＮフィールド９２０が、両方に
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ついて存在する。
【００６７】
　オプション２ａは、固定ＰＤＵサイズが適用される論理チャネルのセグメント化を可能
にする。このオプションを用いると、論理チャネルＩＤの直後のヘッダ部分は、続くフィ
ールドがオプション１で説明した「Ｎ」および「ＳＩＤ」であるかどうかを示す１ビット
のフラグフィールド（Ｆｆ）（図示せず）を含む。このフラグが、「Ｎ」および「ＳＩＤ
」が存在することを示す場合に、ヘッダ部分の残りは、オプション１と同様に解釈される
。
【００６８】
　Ｆｆフラグが、「Ｎ」および「ＳＩＤ」が存在することを示さない場合に、ペイロード
のセグメント化状況を示すセグメント化表示（ＳＩ）フィールド９８０を含めることがで
きる。たとえば、このフィールドは、最初のペイロード・ユニットがセグメントであるか
どうかおよび最後のペイロード・ユニットがセグメントであるかどうかを示すことができ
る。単一のペイロード・ユニットが許容される時に、このフィールドは、ペイロード・ユ
ニットが完全なＳＤＵまたは開始セグメント、中間セグメント、またはＳＤＵの最終セグ
メントのどれであるかを示す。ＳＩフィールド９８０は、この論理チャネルと同一の優先
順位キュー上で多重化された論理チャネルの前のヘッダ部分で既に示されている場合に、
存在しなくてもよい。１つのオプションで、ＴＳＮ　９２０を含めることができる。この
フィールドは、ヘッダ内の前の論理チャネルが同一のリオーダリング・キューを利用して
いる場合に、必要でない場合がある。
【００６９】
　オプションで、これがヘッダのＭＡＣ－ｅｈｓペイロード・ユニットの最後のセットで
あるかどうかを示すフィールドフラグ（Ｆｈ）を含めることができる。このフィールドは
、ヘッダの終りがＭＡＣ－ｅｈｓ　ＰＤＵのサイズをこれまでに復号されたペイロードの
サイズの合計と比較することによって判定される場合に、必要でない場合がある。その代
わりに、このフィールドを使用して、優先順位キューの終りを示すこともできる。
【００７０】
　もう１つのオプションで、この論理チャネルのペイロード・ユニットの長さを示す長さ
インジケータ（ＬＩ）９９０を含めることができる。もう１つの実施形態で説明するよう
に、このフィールドは、このペイロード・ユニットがセグメントであり、ＭＡＣ－ｅｈｓ
　ＰＤＵの終りにある場合には必要でない場合がある。ＬＩ　９９０は、単一の固定ＰＤ
Ｕサイズが論理チャネルに適用される場合（たとえば、それが固定ＲＬＣ　ＰＤＵサイズ
を有するＡＭ　ＲＬＣエンティティによって使用される場合）に、送信器がこのサイズに
ついて知っているならば、ペイロード・ユニットのグループ（たとえば、おそらくはＳＤ
Ｕのセグメントが続く完全なＳＤＵ）を示すのに使用することもできる。これは、ＬＩ　
９９０に、ペイロード・ユニットのグループからのバイトの総数を示させることによって
達成される。個々のペイロード・ユニットは、既知の固定ＲＬＣ　ＰＤＵサイズによるＬ
Ｉ　９９０値の整数除算を実行することによって決定される。その結果は、完全なＳＤＵ
の個数であり、除算の剰余は、末尾にあるＳＤＵセグメントのサイズである。もう１つの
構成で、ヘッダのバイト整列を維持するのに必要なパディングビット９７０を含めること
ができる。これらのパディングビット９７０は、その代わりに、複数の論理チャネルから
のＳＤＵがＭＡＣ－ｅｈｓ　ＰＤＵ内で多重化される場合に、ヘッダの一番最後に存在す
ることができる。
【００７１】
　オプション２ｂは、固定ＰＤＵサイズ（１つまたは複数）が適用される論理チャネルの
セグメント化を可能にする。このオプションは、ＳＩフィールド９８０が優先順位キュー
ごとに１回示される時に使用することができる。このオプションを用いると、論理チャネ
ルＩＤ　９１０の直後のヘッダ部分は、ペイロード・ユニット（１つまたは複数）が、論
理チャネルが多重化される優先順位キューの最後であるかどうかを示す１ビットのフラグ
フィールド（Ｆｆ）（図示せず）を含むことができる。このフラグは、ペイロード・ユニ
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ット（１つまたは複数）が優先順位キューの最後であることが他の形でわかる（たとえば
、前のヘッダ部分内の他のフィールドを使用して）場合には必要でない場合がある。
【００７２】
　これが優先順位キューの最後のペイロード・ユニット（１つまたは複数）ではない場合
、またはこの優先順位キューに適用可能なＳＩフィールド９８０が、この優先順位キュー
の最後のペイロード・ユニットがセグメントではないことを示す場合に、ヘッダ部分の残
りは、オプション１として解釈される。
【００７３】
　これが優先順位キューの最後のペイロード・ユニット（１つまたは複数）である場合、
またはこの優先順位キューに適用可能なＳＩフィールド９８０が、この優先順位キューの
最後のペイロード・ユニットがセグメントであることを示す場合に、この論理チャネルの
ペイロード・ユニットの長さを示すＬＩ　９９０を含めることができる。もう１つの実施
形態で説明するように、このフィールドは、このペイロード・ユニットがセグメントであ
り、ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＰＤＵの終りにある場合には必要でない場合がある。ＬＩ　９９０
は、オプション２ａで説明するように、単一の固定ＰＤＵサイズが論理チャネルに適用さ
れる場合に、おそらくはＳＤＵのセグメントが続く完全なＳＤＵのグループを示すのに使
用することもできる。もう１つの構成では、ヘッダのバイト整列を維持するのに必要なパ
ディングビット９７０を含めることができる。これらのパディングビット９７０は、その
代わりに、複数の論理チャネルからのＳＤＵがＭＡＣ－ｅｈｓ　ＰＤＵ内で多重化される
場合に、ヘッダの一番最後に存在することができる。
【００７４】
　最適化されたＭＡＣ－ｅｈｓヘッダの導入に伴って、ＳＩの新しい定義を提案した。し
かし、提案される方式は、リオーダリングＰＤＵ内の複数のペイロード・ユニットと単一
のペイロード・ユニットとの間の区別を正しく扱わない。単一のペイロード・ユニットが
リオーダリングＰＤＵ内に存在する時に、どのＳＩ表示を使用すべきかが曖昧である。提
案されるＳＩ構造では、「１０」は、完全なユニットである最初のペイロード・ユニット
に対応し、リオーダリングＰＤＵ内に複数のペイロード・ユニットが存在する場合に、最
後のペイロードは、セグメントである。この定義を用いると、１つのペイロード・ユニッ
トだけが存在する場合に、そのペイロード・ユニットは、完全なＭＡＣ－ｅｈｓ　ＰＤＵ
であるが、ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＰＤＵの最初のセグメントに対応するセグメントでなければ
ならない。さらに、ＳＩが「１１」と同等である時に、この定義は、複数のペイロード・
ユニットだけに対応する。ＳＩフィールドをセットする時に、送信器は、単一のペイロー
ド・ユニットがリオーダリングＰＤＵ内に存在する時に、示すべきものを正確に知らなけ
ればならない。単一のペイロード・ユニットは、最初の、中間の、最後の、または完全な
ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵに対応することができるので、送信器は、セグメントを正しく再
アセンブルできるようにするために、正しいＳＩ表示を指定しなければならない。より具
体的に言うと、ＳＩフィールドの次の変更および／または解釈を、リオーダリングＰＤＵ
が１つのペイロード・ユニットだけを含むシナリオを特に包含するために考慮することが
できる。
【００７５】
　図１０および表２に、リオーダリングＰＤＵが１つのペイロード・ユニットだけを含む
場合のＳＩフィールドの解釈の変更された方法１０００を示す。リオーダリングＰＤＵの
ＳＤＵのすべては、ＳＩが「００」と等しい時（図示せず）に、完全なＭＡＣ　ＰＤＵで
ある。図１０に示されているように、１００２で、ＳＩが「０１」と等しい時に、１００
７で、リオーダリングＰＤＵの最初のペイロード・ユニットはセグメントであり、ＭＡＣ
－ｅｈｓ　ＳＤＵの最後のセグメントに対応する（ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵは、ＭＡＣ－
ｄ　ＰＤＵと交換可能に使用される）。これは、ＰＤＵ内の単一のペイロード・ユニット
１００５または複数のペイロード・ユニット１０１０に適用可能である。複数のペイロー
ド・ユニットがある場合に、１００９で、最後のペイロード・ユニットは、完全なＭＡＣ
－ｅｈｓ　ＳＤＵである。
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【００７６】
　１０１２で、ＳＩが「１０」と等しい時に、リオーダリングＰＤＵ内に複数のペイロー
ド・ユニットがある場合には、１０１９で、最初のペイロード・ユニットは完全なＭＡＣ
－ｅｈｓ　ＳＤＵである。１０１９で、リオーダリングＰＤＵの最後のペイロード・ユニ
ットは、ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵのセグメントであり、ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵの最初の
セグメントに対応する。これは、１０１７および１０１９で、リオーダリングＰＤＵに単
一のペイロード・ユニットまたは複数のペイロード・ユニットがある場合に対応する。
【００７７】
　１０２２でＳＩが「１１」と等しい場合に、１０２７で、最初のペイロード・ユニット
は、ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵのセグメントである。このセグメントが、ＭＡＣ－ｅｈｓ　
ＳＤＵの最後のセグメント（複数のペイロード・ユニットがある時）である可能性があり
、あるいは、リオーダリングＰＤＵに１つのペイロード・ユニットだけがある場合に中間
セグメントである可能性があることに留意されたい。たとえば、１０２７で、複数のペイ
ロード・ユニットがある場合に、このセグメントは、ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵの最後のセ
グメントである。１０２７で、単一のペイロード・ユニットがある場合に、このセグメン
トは、ＭＡＣ－ｅｓ　ＳＤＵの中間セグメントである。複数のペイロード・ユニットがあ
る場合に、１０２９で、最後のペイロード・ユニットは、セグメントである。このセグメ
ントは、１０２９で、ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵの最初のセグメントになる。
【００７８】
　表２に、上で説明したＳＩフィールドの符号化を示すが、ここで、用語ＭＡＣ　ＰＤＵ
は、ＭＡＣ－ｃ／ｄ　ＰＤＵまたはＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵに対応する。ＳＤＵは、リオ
ーダリングＳＤＵ、またはＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵもしくはそのセグメントの同等物であ
る。
【００７９】
【表２】

【００８０】
　次の実施形態は、セグメント化の改善されたシグナリングを提供する。この実施形態は
、ＳＩフィールド９８０が優先順位キューごとに１回存在する時のＳＩフィールド９８０
のビットの符号化の方法を説明する。２つのオプションがあり、一方は２ビットＳＩフィ
ールドに適用され、他方は１ビットＳＩフィールドに適用される。
【００８１】
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　図１１および下の表３に示されているように、オーバーヘッドを最小にする１つの可能
な符号化として２ビットＳＩフィールドを使用することができる。値のそれぞれに関する
ビット組合せの正確な選択が、任意であり、２つの値が同一のビット組合せに割り当てら
れるならば変更できることを理解されたい。表３は、セグメント化表示フィールドの改善
されたシグナリングの例を示す。
【００８２】
【表３】

【００８３】
　表３に示された符号化の利益は、ＭＡＣ－ｅｈｓペイロード・ユニット（１つまたは複
数）のアドレッシングされるセットが単一ＳＤＵセグメントを有する場合に、判定を、Ｓ
Ｉフィールドと、このＳＤＵセグメントがＳＤＵを完成させるか否かとに基づくものにす
ることができることである。そうでない場合に、判定は、パディングビットの存在に基づ
き、最後のセグメントが残りの使用可能なペイロードに正確にフィットする場合に曖昧さ
がある可能性すらある。
【００８４】
　さらに、表３に示された符号化は、欠けているＭＡＣ－ｅｈｓ　ＰＤＵに対してより堅
牢である。たとえば、所与の優先順位キューのＴＳＮ　＃ｎのＭＡＣ－ｅｈｓ　ＰＤＵが
欠けており、ＴＳＮ　＃ｎ＋１のＭＡＣ－ｅｈｓ　ＰＤＵの最初のペイロード・ユニット
がセグメントである場合に、オリジナルの符号化は、最初のペイロード・ユニットが最初
のセグメントまたは中間セグメントのどちらであるかの判定を可能にしなかった。後者の
場合に、ペイロード・ユニットは、ＳＤＵの最初の部分が欠けているので破棄されなけれ
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、この問題を修正する。
【００８５】
　図１２は、ＳＩフィールドを表４に示されているように定義されるものとすることがで
きる符号化を定式化する代替方法１２００の流れ図である。表４は、セグメント化表示フ
ィールドの改善されたシグナリングのための代替定式化を示す。この定式化は、表３に示
された定式化と完全に同等であるが、より理解しやすい可能性がある。これは、アドレッ
シングされるセットに単一のペイロード・ユニットまたは複数のペイロード・ユニットの
どちらがあるかに従ってケースを分離することによって達成される。
【００８６】
【表４】

【００８７】
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【表５】

【００８８】
　提案されるタイプの符号化を用いると、再アセンブリ機能は、ＳＩフィールド値の選択
が表４に示された例に対応するように、次のように変更されるはずである。「リオーダリ
ングＰＤＵ」は、次の手順では、同一の優先順位キューに属するＭＡＣ－ｅｈｓペイロー
ド・ユニットのセットを指す。また、用語「出力エンティティ」が、多重分離するエンテ
ィティ、またはＭＡＣ－ｅｈｓの上のレイヤ／サブレイヤ、あるいは再アセンブリ・ユニ
ットがＳＤＵを送達する任意の他のエンティティを指す場合があることに留意されたい。
【００８９】
　ＳＩフィールドは、セグメントが開始セグメントまたは中間セグメントであるかどうか
を判定するのに使用することができる。複数のケースを、ＳＩフィールドのビット数と、
それが優先順位キューごとに１回存在するまたはすべてのＳＤＵもしくはそのセグメント
について存在するかどうかとに依存して区別することができる。
【００９０】
　第１の例は、２ビットＳＩであり、優先順位キューごとに１つのＳＩがあり、符号化は
、表３または４のいずれかに記載の実施形態による。この例では、ビット組合せは、優先
順位キューのアドレッシングされるセットの最後のＳＤＵまたはＳＤＵセグメントがＳＤ
Ｕの開始セグメントまたは中間セグメントであるかどうかを示す。
【００９１】
　第２の例は、２ビットＳＩであり、表３または４のいずれかに示されたＳＤＵまたはＳ
ＤＵセグメントの符号化ごとに１つのＳＩがある。この例では、ビット組合せは、ＳＤＵ
またはＳＤＵセグメントがＳＤＵの開始セグメントまたは中間セグメントであるかどうか
を示す。
【００９２】
　図１３は、リオーダリングＰＤＵに関連するＳＩフィールドに関する再アセンブリ・ユ
ニット・プロセス１３００の流れ図である。１３１０で、ＳＩフィールドに「００」がセ
ットされて、セットの最初および最後のＭＡＣ－ｅｈｓペイロード・ユニットが完全なＭ
ＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵであることを示す場合に、１３１５で、そのセット内のＭＡＣ－ｅ
ｈｓペイロード・ユニットに対応するすべてのＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵが出力エンティテ



(24) JP 5296709 B2 2013.9.25

10

20

30

40

50

ィに送達される。
【００９３】
　１３２０で、ＳＩフィールドに「０１」がセットされて、最初のＭＡＣ－ｅｈｓペイロ
ード・ユニットがＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵのセグメントであるが、最後のＭＡＣ－ｅｈｓ
ペイロード・ユニットが完全なＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵであるか、あるいはＭＡＣ－ｅｈ
ｓ　ＳＤＵの最後のセグメントであることが示される場合に、１３２５で、受信され格納
されたＭＡＣ－ｅｈｓペイロード・ユニットが連続であるかどうかの判定を行うことがで
きる。受信され格納されたＭＡＣ－ｅｈｓペイロード・ユニットが連続である場合には、
１３３０で、最初に受信されたＭＡＣ－ｅｈｓペイロード・ユニットを、格納されたＭＡ
Ｃ－ｅｈｓ　ＳＤＵと組み合わせ、組み合わされたＭＡＣ－ｅｈｓペイロード・ユニット
に対応するＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵを出力エンティティに送達する。受信され格納された
ＭＡＣ－ｅｈｓペイロード・ユニットが不連続である場合には、１３３５で、受信され格
納されたＭＡＣ－ｅｈｓペイロード・ユニットを廃棄し、セット内の後続ＭＡＣ－ｅｈｓ
ペイロード・ユニットに対応するすべてのＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵを出力エンティティに
送達する。
【００９４】
　１３４０で、ＳＩフィールドに「１０」がセットされて、最後のＭＡＣ－ｅｈｓペイロ
ード・ユニットがＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵのセグメントであるが、その最初が、完全なＭ
ＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵまたはＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵの最初のセグメントであることが示
される場合には、１３４５で、セット内の最後のＭＡＣ－ｅｈｓペイロード・ユニット以
外のすべてに対応するすべてのＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵを出力エンティティに送達し、以
前に格納されたすべてのＭＡＣ－ｅｈｓペイロード・ユニットを破棄すると同時に、受信
されたリオーダリングＰＤＵの最後のＭＡＣ－ｅｈｓペイロード・ユニットを格納する。
【００９５】
　１３５０で、ＳＩフィールドに「１１」がセットされて、最初のＭＡＣ－ｅｈｓペイロ
ード・ユニットがＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵの最後のセグメントの中間セグメントであり、
最後のＭＡＣ－ｅｈｓペイロード・ユニットがＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵの最初のセグメン
トまたは中間セグメントであることが示される場合に、１３５５で、受信され格納された
ＭＡＣ－ｅｈｓペイロード・ユニットが連続であるかどうかの判定を行うことができる。
受信され格納されたＭＡＣ－ｅｈｓペイロード・ユニットが連続である場合には、１３６
０で、最初に受信されたＭＡＣ－ｅｈｓペイロード・ユニットを、格納されたＭＡＣ－ｅ
ｈｓペイロード・ユニットと組み合わせる。セット内に複数のＭＡＣ－ｅｈｓペイロード
・ユニットがある場合には、１３６５で、組み合わされたＭＡＣ－ｅｈｓペイロード・ユ
ニットに対応するＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵを出力エンティティに送達し、セット内の最後
のＭＡＣ－ｅｈｓペイロード・ユニット以外のすべてに対応するすべてのＭＡＣ－ｅｈｓ
　ＳＤＵを出力エンティティに送達し、すべての以前に格納されたＭＡＣ－ｅｈｓペイロ
ード・ユニットを破棄すると同時に、受信されたリオーダリングＰＤＵの最後のＭＡＣ－
ｅｈｓペイロード・ユニットを格納する。受信され格納されたＭＡＣ－ｅｈｓペイロード
・ユニットが不連続である場合には、１３７０で、受信され格納されたＭＡＣ－ｅｈｓペ
イロード・ユニットを破棄する。
【００９６】
　これらの定義を反映するために、ＳＩフィールドの構造を用いて表を更新する１つの可
能な代替物を、表４に示す。表４は、表３のＳＩフィールドの定式化と同等のＳＩフィー
ルドの定式化である。表２、３、および４は、２ビットのケースについてＳＩフィールド
の再定義に関する解決策の代替であるが、同等の定式化として提示される。
【００９７】
　再アセンブリ機能性は、本明細書で開示される記述のうちの１つに基づいて再アセンブ
リを実行しなければならない。再アセンブリ機能が、これらの定義を考慮に入れるように
記述される場合に、送信器は、オプションで、ＳＩフィールドが示すものの知識を必要と
しないものとすることができる。受信器は、送信器がＳＩフィールドの値に基づいて正し
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く再アセンブリを実行できるように、すべてのリオーダリングＰＤＵについて正しいＳＩ
表示を割り当てる責任を負う。
【００９８】
　上で説明した定義は、３ＧＰＰ仕様で定義される定義に関わりなく使用することができ
る。たとえば、ＳＩ構造は、変更されないままになることができるが、プロプラエタリ解
決策は、再アセンブリ機能が正しく動作できるように、上で説明したＳＩの正しいセッテ
ィングを考慮に入れる。
【００９９】
　ＳＩが「１１」と同等である時に、上で説明した再アセンブリ手順は、それが破棄して
はならないＳＤＵを破棄するように進行する。より具体的に言うと、受信され格納された
ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵが不連続である時に、ＳＤＵの両方が破棄される。これは、受信
されたリオーダリングＰＤＵ内のすべての残りのペイロード・ユニットが、破棄され、か
つ／または正しくは処理されないことを暗示する。
【０１００】
　図１４は、ＳＩが「１１」と同等である時に、この問題を回避するために、再アセンブ
リ・ユニットが組合せ機能をどのように実行できるかの流れ図である。１４１０で、最初
の受信され格納されたペイロード・ユニットが連続であるかどうかの判定を行う。１４２
０で、最初の受信され格納されたペイロード・ユニットが連続である場合には、それらの
ペイロード・ユニットを組み合わせなければならない。１４２５で、リオーダリングＰＤ
Ｕが複数のペイロード・ユニットを含む場合には、そのシナリオでは最初のペイロード・
ユニットがＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵの最後のセグメントに対応するので、組み合わされた
パケットをより上位のレイヤに送達するのみでなければならない１４３０。そうではなく
、リオーダリングＰＤＵに１つのペイロード・ユニットだけがある場合には、そのセグメ
ントは中間セグメントであり、したがって、１４４０で、組み合わされたパケットを格納
しなければならない。
【０１０１】
　ＳＩが「１１」と同等である時には、図１４に示されているように、再アセンブリ・ユ
ニットは、破棄機能を実行することができる。１４１０で、ペイロード・ユニットが連続
ではない場合に、１４５０で、格納されたペイロード・ユニットおよび最初の受信された
ペイロード・ユニット（リオーダリングＰＤＵ内の最初のセグメントまたは唯一のペイロ
ード・ユニット）を破棄しなければならない。１４６０で、リオーダリングＰＤＵに複数
のペイロード・ユニットがある場合のように、すべての他のペイロード・ユニットを処理
しなければならない。
【０１０２】
　図１５は、リオーダリングＰＤＵ内に複数のペイロード・ユニットがある場合に残りの
ペイロード・ユニットが図４の１４６０でどのように処理されるかの流れ図である。１５
１０で、リオーダリングＰＤＵに複数のペイロード・ユニットがある場合に、１５２０で
、最後以外のすべての完全なＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵを、より上位のレイヤ（または出力
エンティティ）に転送しなけばならない。最初のペイロード・ユニットが、既に組み合わ
されるか破棄されていると仮定されることに留意されたい。最後のペイロード・ユニット
は、ＳＤＵの最初のセグメントに対応するが、１５３０で、再アセンブリ・ユニットに格
納されなければならない。ＰＤＵが複数のペイロード・ユニットを含まない場合には、格
納されたペイロード・ユニットおよび受信されたペイロード・ユニットを、組み合わせ、
格納する。これは、図１４で１４４０に示されている。図１６は、図１４および１５に示
された組み合わされた再アセンブリ・プロセスの流れ図である。
【０１０３】
　ＳＩの定義および上で説明した再アセンブリ機能の説明を反映するために、再アセンブ
リ・ユニット機能性を、あるいは次の形で更新することができる。この変更が、ＳＩフィ
ールドの解釈を知る必要がないが、その解釈を記述にオプションで追加できるという事実
を含むことに留意されたい。用語ＭＡＣ－ｄ　ＰＤＵおよびＭＡＣ－ｃ　ＰＤＵは、ＭＡ
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Ｕは、ペイロード・ユニットと交換可能に使用される。
【０１０４】
　図１７は、再アセンブリ・ユニットがリオーダリングＰＤＵに関連するＳＩフィールド
をどのように処理するか１７００の流れ図である。１７１０で、ＳＩフィールドに「００
」がセットされている場合に、１７２０で、セット内のＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵに対応す
るすべてのＭＡＣ－ｄ　ＰＤＵをより上位のレイヤに送達する。
【０１０５】
　１７３０で、ＳＩフィールドに「０１」がセットされている場合に、１７３５で、受信
され格納されたＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵが連続であるかどうかの判定を行う。受信され格
納されたＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵが連続である場合に、１７４０で、最初に受信されたＭ
ＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵを、格納されたＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵと組み合わせ、組み合わさ
れたＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵに対応するＭＡＣ－ｄ　ＰＤＵをより上位のレイヤ（または
出力エンティティ）に送達する。受信され格納されたＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵが連続では
ない場合には、１７４５で、受信され格納されたＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵを破棄すると同
時に、セット内の後続ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵに対応するすべてのＭＡＣ－ｄ　ＰＤＵを
より上位のレイヤ（または出力エンティティ）に送達する。
【０１０６】
　１７５０で、ＳＩフィールドに「１０」がセットされている場合に、１７６０で、セッ
ト内の最後以外のすべてのＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵに対応するすべてのＭＡＣ－ｄ　ＰＤ
Ｕをより上位のレイヤ（または出力エンティティ）に送達し、すべての以前に格納された
ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵを破棄すると同時に、受信されたリオーダリングＰＤＵの最後の
ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵを格納する。
【０１０７】
　１７７０で、ＳＩフィールドに「１１」がセットされている場合に、１７７５で、受信
され格納されたＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵが連続であるかどうかの判定を行うことができる
。受信され格納されたＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵが連続である場合に、１７８０で、最初に
受信されたＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵを、格納されたＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵと組み合わせ
る。受信され格納されたＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵが不連続である場合に、１７８５で、最
初に受信されたＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵおよび格納されたＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵを破棄
する。セット内に複数のＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵがある場合に、１７９０で、組み合わさ
れたＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵに対応するＭＡＣ－ｄ　ＰＤＵを、より上位のレイヤ（また
は出力エンティティ）に送達し、セット内の最後以外のすべてのＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵ
に対応するすべてのＭＡＣ－ｄ　ＰＤＵをより上位のレイヤ（または出力エンティティ）
に送達し、受信されたリオーダリングＰＤＵの最後のＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵを格納する
。この手順は、本質的に、［００５４］で説明した手順と同等である。
【０１０８】
　１ビットＳＩフィールドがＭＡＣ－ｅｈｓペイロード・ユニットごとの基礎で使用され
る時に、前の符号化と同一の利益を提示する符号化を、表５に示す。表５に示された次の
例は、１ビットＳＩであり、ＳＤＵまたはＳＤＵセグメント符号化ごとに１つのＳＩがあ
る。この例では、ビットは、ペイロード・ユニットがＳＤＵの開始セグメントまたは中間
セグメントであるかどうかを示す。
【０１０９】
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【表６】

【０１１０】
　リオーダリングＰＤＵあたりに単一のＭＡＣ－ｅｈｓペイロード・ユニットがあるはず
なので、この場合に、用語「リオーダリングＰＤＵ」を、「ＭＡＣ－ｅｈｓペイロード・
ユニット」の代わりに使用することもできることに留意されたい。
【０１１１】
　もう１つの実施形態は、ＬＩフィールドを含めることを省略することがどのように可能
であるかを示す。このフィールドのサイズがかなりなものになり得る（たとえば、バイト
整列されたペイロードについて１１ビット）ので、その相対オーバーヘッドは、ＭＡＣ－
ｅｈｓ　ＰＤＵが非常に大きくはない（たとえば、１０００ビット未満）状況で、大きく
なり得る。
【０１１２】
　この実施形態の原理は、最後のセグメントではない（すなわち、開始セグメントまたは
中間セグメントである）ＳＤＵのセグメントである場合に、ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＰＤＵに含
まれる最後のペイロード・ユニットについてＬＩを省略することである。ペイロードの終
りの開始セグメントまたは中間セグメントの存在は、パディングがないことを暗示する。
したがって、ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＰＤＵを処理する時に、抽出すべきセグメント長は、セグ
メントの終りがＭＡＣ－ｅｈｓ　ＰＤＵの終りに対応するので、示される必要がない。
【０１１３】
　異なる方法を使用して、この状況が適用されるかどうかをヘッダ内で示し、したがって
、ＬＩが存在するか否かを示すことができる。方法１は、ＬＩフィールドの存在の暗黙の
表示を説明する。この方法では、ＬＩフィールドの存在または不在を示すためにヘッダに
追加される特定のフィールドはない。頼られるセグメント化表示（ＳＩ）は、最後の優先
順位キューまたは最後のＳＤＵならびにヘッダの終りを判定するための任意の他の方法ま
たはフィールドに適用可能である。
【０１１４】
　ヘッダの終りを示す方法は、ヘッダ部分がヘッダの最後であるかどうかを示すフラグフ
ィールド（ＦＱまたは他）を追加することを含むことができる。このオプションがこの方
法に含まれる場合に、そのフラグフィールドは、ＬＩの前に存在しなければならない。も
う１つの代替方法は、ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＰＤＵのサイズとこれまでにヘッダから復号され
たペイロード・ユニット（１つまたは複数）の長さの合計との間の差を計算して、ヘッダ
が追加のペイロード・ユニットに対処するには小さ過ぎるかどうかを判定することである
はずである。
【０１１５】
　方法２は、ＬＩフィールドの存在の明示的表示を記述する。この方法では、フラグ（Ｆ
ｌｉ）が、ＬＩがこの論理チャネルからのペイロード・ユニットについて存在するか否か
を示すために論理チャネル・アイデンティティの後に存在する。
【０１１６】
　このフィールドの存在は、論理チャネルの基礎で定義することができ、より上位のレイ
ヤによってシグナリングすることができる。その代わりに、このフィールドの存在を、論
理チャネルの性質に対する事前に決定されるルールによって決定することができる。たと
えば、このフィールドを、単一の固定ＲＬＣ　ＰＤＵサイズが適用される論理チャネル（
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固定ＲＬＣ　ＰＤＵサイズを有するＡＭ　ＲＬＣインスタンスによって使用される時など
）または固定ＲＬＣ　ＰＤＵサイズのセットが適用される論理チャネル（固定ＲＬＣ　Ｐ
ＤＵサイズのセットを有するＵＭ　ＲＬＣインスタンスによって使用される時など）に制
限することが意味を持つ可能性がある。
【０１１７】
　上で述べたルールが有用である理由は、柔軟なＲＬＣ　ＰＤＵサイズが適用される論理
チャネルの場合のＬＩの相対オーバーヘッドが、通常は非常に小さく、したがって、長さ
フィールドの省略が必要ではないことであるはずである。
【０１１８】
　特徴および要素を、特定の組合せで説明したが、各特徴または要素を、他の特徴および
要素なしで単独で使用することができ、あるいは、他の特徴および要素を伴うまたは伴わ
ないさまざまな組合せで使用することができる。提供された方法または流れ図は、汎用コ
ンピュータまたはプロセッサによる実行のためにコンピュータ可読記憶媒体内で有形に実
施されるコンピュータプログラム、ソフトウェア、またはファームウェアで実施すること
ができる。コンピュータ可読記憶媒体の例は、読取り専用メモリ（ＲＯＭ）、ランダムア
クセスメモリ（ＲＡＭ）、レジスタ、キャッシュメモリ、半導体メモリデバイス、内蔵ハ
ードディスクおよびリムーバブルディスクなどの磁気媒体、光磁気媒体、ならびにＣＤ－
ＲＯＭディスクおよびディジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）などの光媒体を含む。
【０１１９】
　適切なプロセッサは、たとえば、汎用プロセッサ、特殊目的プロセッサ、従来のプロセ
ッサ、ディジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアに
関連する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、
特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブル、ゲートアレイ（ＦＰＧ
Ａ）回路、任意の他のタイプの集積回路（ＩＣ）、および／または状態機械を含む。
【０１２０】
　ソフトウェアに関連するプロセッサを、無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）、ユーザ機器
（ＵＥ）、端末、基地局、無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）、または任意のホス
トコンピュータで使用される無線周波数トランシーバを実施するのに使用することができ
る。ＷＴＲＵは、カメラ、ビデオカメラモジュール、ビデオ電話機、スピーカホン、振動
デバイス、スピーカ、マイクロホン、テレビジョントランシーバ、ハンズフリーヘッドセ
ット、キーボード、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）モジュール、周波数変調（ＦＭ）無
線ユニット、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）ディスプレイユニット、有機発光ダイオード（
ＯＬＥＤ）ディスプレイユニット、ディジタル音楽プレイヤ、メディアプレイヤ、ビデオ
ゲームプレイヤモジュール、インターネットブラウザ、および／または任意の無線ローカ
ルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）モジュールなどのハードウェアおよび／またはソフト
ウェアで実施されるモジュールと共に使用することができる。
【０１２１】
　＜実施形態＞
１．異なる論理チャネルおよび優先順位キューからのサービス・データ・ユニット（ＳＤ
Ｕ）を多重化する方法であって、
　それぞれが少なくとも１つのリオーダリングＳＤＵを含む複数のリオーダリング・プロ
トコル・データ・ユニット（ＰＤＵ）を連結するステップであって、リオーダリングＳＤ
Ｕは、ＳＤＵの少なくともセグメントである、ステップと、
　ＭＡＣ－ｅｈｓヘッダを作成するステップであって、
　　どの論理チャネルにリオーダリングＳＤＵが属するかを示す、メディア・アクセス制
御（ＭＡＣ）ＳＤＵの少なくともセグメントごとに論理チャネル・インジケータ（ＬＣＩ
Ｄ）を提供するステップと、
　　リオーダリングＳＤＵの長さを示す、ＭＡＣ　ＳＤＵの少なくともセグメントごとの
長さインジケータ（ＬＩ）フィールドを提供するステップと、
　　リオーダリングの目的でデータ・シーケンス番号を示す、リオーダリングＰＤＵごと
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の送信シーケンス番号（ＴＳＮ）フィールドを提供するステップと、
　　リオーダリングＰＤＵの最初および最後のＳＤＵがセグメント化されたかどうかを示
すリオーダリングＰＤＵごとのセグメント化表示（ＳＩ）フィールドを提供するステップ
と、
　　これが最後のリオーダリングＳＤＵであるかどうかを示す、ＭＡＣ　ＳＤＵの少なく
ともセグメントごとのフラグ（Ｆ）を提供するステップと
　を含む、作成するステップと
　を含むことを特徴とする方法。
２．セグメント化表示（ＳＩ）フィールドを符号化し、解釈する方法であって、
　ＳＩフィールド値は「００」であるかどうかを判定するステップであって、そうである
場合に、リオーダリング・プロトコル・データ・ユニット（ＰＤＵ）の最初のサービス・
データ・ユニット（ＳＤＵ）は完全なメディア・アクセス制御（ＭＡＣ）・ＰＤＵであり
、リオーダリングＰＤＵの最後のＳＤＵは完全なＭＡＣ　ＰＤＵである、判定するステッ
プと、
　ＳＩフィールド値は「０１」であるかどうかを判定するステップであって、そうである
場合に、リオーダリングＰＤＵの最初のＰＤＵはＭＡＣ　ＰＤＵの最後のセグメントであ
り、リオーダリングＰＤＵ内に複数のＳＤＵがある場合に、リオーダリングＰＤＵの最後
のＳＤＵは完全なＭＡＣ　ＰＤＵである、判定するステップと、
　ＳＩフィールド値は「１０」であるかどうかを判定するステップであって、そうである
場合に、リオーダリングＰＤＵの最後のＳＤＵは、ＭＡＣ　ＰＤＵの最初のセグメントで
あり、リオーダリングＰＤＵ内に複数のＳＤＵがある場合に、リオーダリングＰＤＵの最
初のＰＤＵは完全なＭＡＣ　ＰＤＵである、判定するステップと、
　ＳＩフィールド値は「１１」であるかどうかを判定するステップであって、そうである
場合に、リオーダリングＰＤＵ内に複数のＳＤＵがある場合に、最初のＳＤＵはＭＡＣ　
ＰＤＵの最後のセグメントであり、かつリオーダリングＰＤＵの最後のセグメントはＭＡ
Ｃ　ＰＤＵの最初のセグメントであり、リオーダリングＰＤＵ内に単一のＳＤＵがある場
合に、セグメントはＭＡＣ　ＰＤＵの中間セグメントである、判定するステップと
　を含むことを特徴とする方法。
３．リオーダリングＰＤＵが単一のリオーダリングＳＤＵを含む時にセグメンテーション
表示（ＳＩ）フィールドを符号化する方法であって、
　リオーダリングＳＤＵが完全なＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵである時に第１値を割り当てる
ステップと、
　リオーダリングＳＤＵがＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵの最初のセグメントである時に第２値
を割り当てるステップと、
　リオーダリングＳＤＵがＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵの最後のセグメントである時に第３値
を割り当てるステップと、
　リオーダリングＳＤＵがＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵの中間セグメントである時に第４値を
割り当てるステップと
　を含むことを特徴とする方法。
４．リオーダリングＳＤＵが少なくとも１つのリオーダリングＰＤＵを含む複数のリオー
ダリングＳＤＵを含む時にセグメント化表示（ＳＩ）フィールドを符号化する方法であっ
て、
　最初のリオーダリングＳＤＵが完全なＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵであり、かつ最後のリオ
ーダリングＳＤＵが完全なＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵである時に第１値を割り当てるステッ
プと、
　最初のリオーダリングＳＤＵが完全なＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵであり、かつ最後のリオ
ーダリングＳＤＵがＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵの最初のセグメントである時に第２値を割り
当てるステップと、
　最初のリオーダリングＳＤＵがＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵの最後のセグメントであり、か
つ最後のリオーダリングＳＤＵが完全なＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵである時に第３値を割り
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当てるステップと、
　最初のリオーダリングＳＤＵがＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵの最後のセグメントであり、か
つ最後のリオーダリングＳＤＵがＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵの最初のセグメントである時に
第４値を割り当てるステップと
　を含むことを特徴とする方法。
５．リオーダリングＰＤＵが１つのリオーダリングＳＤＵを含む時にセグメント化表示（
ＳＩ）フィールドを解釈する方法であって、
　ＳＩフィールド値が「０１」であるかどうかを判定するステップであって、そうである
場合に、最初のリオーダリングＳＤＵはセグメントであり、かつＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵ
またはＰＤＵの最後のセグメントに対応する、判定するステップと、
　ＳＩフィールド値が「１０」であるかどうかを判定するステップであって、そうである
場合に、最後のリオーダリングＳＤＵはＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵのセグメントであり、か
つＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵの最初のセグメントに対応する、判定するステップと、
　ＳＩフィールド値が「１１」であるかどうかを判定するステップであって、そうである
場合に、リオーダリングＰＤＵの最初のリオーダリングＳＤＵはＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵ
のセグメントである、判定するステップと
　を含むことを特徴とする方法。
６．リオーダリングＰＤＵが複数のリオーダリングＳＤＵを含む場合にセグメント化表示
（ＳＩ）フィールドを解釈する方法であって、
　ＳＩフィールド値が「０１」であるかどうかを判定するステップであって、そうである
場合に、最初のリオーダリングＳＤＵはセグメントであり、かつＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵ
の最後のセグメントに対応し、かつ最後のリオーダリングＳＤＵは完全なＭＡＣ－ｅｈｓ
　ＳＤＵである、判定するステップと、
　ＳＩフィールド値が「１０」であるかどうかを判定するステップであって、そうである
場合に、最初のリオーダリングＳＤＵは完全なＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵであり、かつ最後
のリオーダリングＳＤＵはＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵのセグメントであり、かつＭＡＣ－ｅ
ｈｓ　ＳＤＵの最初のセグメントに対応する、判定するステップと、
　ＳＩフィールド値が「１１」であるかどうかを判定するステップであって、そうである
場合に、最初のリオーダリングＳＤＵはＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵのセグメントであり、か
つ最後のリオーダリングＳＤＵはセグメントである、判定するステップと
　を含むことを特徴とする方法。
７．リオーダリングＰＤＵに関連付けられたセグメント化表示（ＳＩ）フィールドを処理
するのに再アセンブリ・ユニットを使用する方法であって、
　ＳＩフィールドが「００」である時にＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵに対応するすべてのＭＡ
Ｃ　ＰＤＵをより上位のレイヤに送達するステップと、
　ＳＩフィールドが「０１」である時に受信され格納されたＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵが連
続であるかどうかを判定するステップと、
　受信され格納されたＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵが連続である時に、最初に受信されたＭＡ
Ｃ－ｅｈｓ　ＳＤＵを格納されたＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵと組み合わせ、組み合わされた
ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵに対応するＭＡＣ　ＰＤＵをより上位のレイヤに送達するステッ
プと、
　受信され格納されたＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵが不連続である時に、受信され格納された
ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵを破棄し、かつ後続ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵに対応するすべての
ＭＡＣ　ＰＤＵをより上位のレイヤに送達するステップと、
　ＳＩフィールドが「１０」である時に、最後以外のすべてのＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵに
対応するすべてのＭＡＣ　ＰＤＵをより上位のレイヤに送達し、かつすべての以前に格納
されたＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵを破棄し、かつ受信されたリオーダリングＰＤＵの最後の
ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵを格納するステップと、
　ＳＩフィールドが「１１」である時に、受信され格納されたＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵが
連続、不連続、または複数のＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵがあるかどうかのいずれであるかを
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判定するステップと、
　最初に受信されたＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵおよび格納されたＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵが
連続である時に、最初に受信されたＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵおよび格納されたＭＡＣ－ｅ
ｈｓ　ＳＤＵを組み合わせるステップと、
　最初に受信されたＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵおよび格納されたＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵが
不連続である時に、最初に受信されたＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵおよび格納されたＭＡＣ－
ｅｈｓ　ＳＤＵを破棄するステップと、
　複数のＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵがある時に、組み合わされたＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵに
対応するＭＡＣ　ＰＤＵをより上位のレイヤまたは出力エンティティに送達し、最後以外
のすべてのＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵに対応するすべてのＭＡＣ　ＰＤＵをより上位のレイ
ヤまたは出力エンティティに送達し、受信されたリオーダリングＰＤＵの最後のＭＡＣ－
ｅｈｓ　ＳＤＵを格納するステップと
　を含むことを特徴とする方法。
８．ＬＩフィールドは、リオーダリングＳＤＵが含むオクテットの正確な個数を指定する
ことを特徴とする実施形態１に記載の方法。
９．異なる論理チャネルおよび優先順位キューからのサービス・データ・ユニット（ＳＤ
Ｕ）を多重化するペイロード・ヘッダであって、
　複数のキューセクションであって、各キューセクションは、
　　キューＩＤのデータ・シーケンス番号を示す送信シーケンス番号（ＴＳＮ）と、
　　ＳＤＵの少なくとも１つのセグメントをどのようにディスアセンブルし、かつ／また
は再アセンブルすべきか、およびＳＤＵが属する論理チャネルを示す、ＳＤＵ記述スーパ
ーフィールド（ＳＤＳＦ）と
　を含む、複数のキューセクション
　を含むことを特徴とするペイロード・ヘッダ。
１０．ＳＤＳＦは、
　このリオーダリング・キューのペイロードの開始位置にあるデータがＳＤＵのセグメン
トに対応するかどうかを示す、優先順位キューごとのフル／セグメント開始（ＦＳＳ）フ
ラグと、
　このリオーダリング・キューのペイロードの終了位置にあるデータがＳＤＵのセグメン
トに対応するかどうかを示す、優先順位キューごとのフル／セグメント終了（ＦＳＥ）フ
ラグと、
　メディア・アクセス制御（ＭＡＣ）・ＳＤＵの少なくとも１つのセグメントがどの論理
チャネルに属するかを示す、ＭＡＣ　ＳＤＵの少なくとも１つのセグメントごとの論理チ
ャネル・インジケータ（ＬＣＩＤ）と、
　ＭＡＣ　ＳＤＵの少なくとも１つのセグメントの長さを示す、ＭＡＣ　ＳＤＵの少なく
とも１つのセグメントごとの長さ識別子（ＬＩ）フィールドと、
　これがＭＡＣ　ＳＤＵの最後の少なくとも１つのセグメントであるかどうかを示す、Ｍ
ＡＣ　ＳＤＵの少なくとも１つのセグメントごとのＳＤＵ終了フラグと
　をさらに含むことを特徴とする実施形態９に記載のペイロード・ヘッダ。
１１．ＬＩフィールドは、ＭＡＣ　ＳＤＵの少なくとも１つのセグメントが含むビットの
正確な個数を指定することを特徴とする実施形態１０に記載のペイロード・ヘッダ。
１２．ＬＩフィールドは、ＭＡＣ　ＳＤＵの少なくとも１つのセグメントが含むオクテッ
トの正確な個数を指定することを特徴とする実施形態１０～１１に記載のペイロード・ヘ
ッダ。
１３．ＬＩフィールドの長さは、ＭＡＣ　ＳＤＵの最大長さに依存することを特徴とする
実施形態１０～１２のいずれかに記載のペイロード・ヘッダ。
１４．ＭＡＣ　ＳＤＵの最大長さは、再構成の際に変化することを特徴とする実施形態１
３に記載のペイロード・ヘッダ。
１５．ＭＡＣ　ＳＤＵの最大長さは、動的に変化することを特徴とする実施形態１３に記
載のペイロード・ヘッダ。
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１６．ＬＩフィールドの長さは、事前に決定されることを特徴とする実施形態１０～１５
のいずれかに記載のペイロード・ヘッダ。
１７．ＬＩフィールドの事前に決定される所定の長さは、最大ＭＡＣ　ＳＤＵサイズを表
すビット数であることを特徴とする実施形態１６に記載のペイロード・ヘッダ。
１８．ＭＡＣ　ＳＤＵの最大長さは、再構成時に変化することを特徴とする実施形態１０
～１７のいずれかに記載のペイロード・ヘッダ。
１９．ＭＡＣ　ＳＤＵの最大長さは、動的に変化することを特徴とする実施形態１０～１
８のいずれかに記載のペイロード・ヘッダ。
２０．ＬＩフィールドの長さは、ＬＣＩＤに依存することを特徴とする実施形態１０～１
９のいずれかに記載のペイロード・ヘッダ。
２１．ＬＩフィールドの長さは、最大ＭＡＣ　ＳＤＵサイズを表すビット数であることを
特徴とする実施形態２０に記載のペイロード・ヘッダ。
２２．ＭＡＣ　ＳＤＵの最大長さは、再構成時に変化することを特徴とする実施形態２０
～２１のいずれかに記載のペイロード・ヘッダ。
２３．ＭＡＣ　ＳＤＵの最大長さは、動的に変化することを特徴とする実施形態２０～２
２のいずれかに記載のペイロード・ヘッダ。
２４．ｅｎｈａｎｃｅｄ　ｈｉｇｈ　ｓｐｅｅｄ　ｍｅｄｉｕｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｃｏｎ
ｔｒｏｌ（ＭＡＣ－ｅｈｓ）ヘッダを処理する方法であって、
　ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＰＤＵヘッダをはぎとるステップと、
　ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＰＤＵヘッダをセクションに分割するステップと、
　対応するペイロードを抽出するステップと、
　対応するペイロードをヘッダに付け加えるステップと、
　リオーダリング・キューＰＤＵを作成するステップと、
　リオーダリング・キュー識別（ＩＤ）および送信シーケンス番号（ＴＳＮ）に対応する
リオーダリング・キューにリオーダリング・キューＰＤＵを挿入するステップと、
　リオーダリング機能を実行するステップと、
　ディスアセンブリ機能および／または再アセンブリ機能を実行するステップと、
　完全なＭＡＣ　ＳＤＵを正しい論理チャネルに送達することによって多重化分離するス
テップと
　を含むことを特徴とする方法。
２５．ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＰＤＵを分割することは、終了フラグを利用することを含むこと
を特徴とする実施形態２４に記載の方法。
２６．ｉｍｐｒｏｖｅｄ　ｈｉｇｈ　ｓｐｅｅｄ　ｍｅｄｉｕｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｃｏｎ
ｔｒｏｌ（ＭＡＣ－ｉ／ｉｓ）ヘッダを処理する方法であって、
　ＭＡＣ－ｉ／ｉｓ　ＰＤＵヘッダをはぎとるステップと、
　ＭＡＣ－ｉ／ｉｓ　ＰＤＵヘッダをセクションに分割するステップと、
　対応するペイロードを抽出するステップと、
　対応するペイロードをヘッダに付け加えるステップと、
　リオーダリング・キューＰＤＵを作成するステップと、
　リオーダリング・キュー識別（ＩＤ）および送信シーケンス番号（ＴＳＮ）に対応する
リオーダリング・キューにリオーダリング・キューＰＤＵを挿入するステップと、
　リオーダリング機能を実行するステップと、
　ディスアセンブリ機能および／または再アセンブリ機能を実行するステップと、
　完全なＭＡＣ　ＳＤＵを正しい論理チャネルに送達することによって多重分離するステ
ップと
　を含むことを特徴とする方法。
２７．ＭＡＣ－ｉ／ｉｓ　ＰＤＵを分割することは、終了フラグを利用することを含むこ
とを特徴とする実施形態２６に記載の方法。
２８．無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）の各ディスアセンブリ／再アセンブリ／多重分離
ユニットのためにデータを処理する方法であって、
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　サービス・データ・ユニット（ＳＤＵ）の複数の少なくともセグメントを含む少なくと
も１つのプロトコル・データ・ユニット（ＰＤＵ）を受信するステップと、
　ＳＤＵの少なくともセグメントのすべてをディスアセンブルするステップと、
　フル／セグメント開始（ＦＳＳ）フラグに「フル」がセットされ、かつＦＳＥフラグに
「フル」がセットされている時に、論理チャネルに対応するより上位のレイヤに第１ＳＤ
Ｕを送達し、ＦＳＳフラグに「フル」がセットされている時に１つより多いＳＤＵの少な
くともセグメントが抽出された場合に、ＬＣＩＤフィールドによって示される論理チャネ
ルに対応するより上位のレイヤに、最後のＳＤＵの少なくともセグメントまでの抽出され
たＳＤＵを送達し、ＦＳＥフラグに「セグメント」がセットされている場合に、再アセン
ブリ・ユニットに格納された以前のＰＤＵからのすべてのセグメントを破棄し、最後のＳ
ＤＵセグメントを再アセンブリ・ユニットに挿入し、ＦＳＥフラグに「フル」がセットさ
れている場合にＬＣＩＤフィールドによって示される論理チャネルに対応するより上位の
レイヤに最後のＳＤＵを送達するステップと、
　ＦＳＳフラグに「セグメント」がセットされＴＳＮ＝ｎ－１のデータが以前に送達され
た時に、以前に格納されたＰＤＵセグメントを用いてＳＤＵセグメントを再アセンブルし
、ＳＤＵまたはＳＤＵセグメントが１より多いかフル／セグメント終了（ＦＳＥ）フラグ
に「フル」がセットされる場合に、論理チャネル・インジケータ（ＬＣＩＤ）フィールド
によって示される論理チャネルに対応するより上位のレイヤに完全に再アセンブルされた
ＳＤＵを送達し、ＳＤＵの１つより多い少なくともセグメントが抽出された場合に、ＬＣ
ＩＤフィールドによって示される論理チャネルに対応するより上位のレイヤにＳＤＵの最
初のおよび最後の少なくともセグメントの間の抽出されたＳＤＵを送達し、ＦＳＥフラグ
に「セグメント」がセットされている場合に、再アセンブリ・ユニット内に格納された以
前のＰＤＵからのすべてのセグメントを破棄し最後のＳＤＵセグメントを再アセンブリ・
ユニットに挿入し、ＦＳＥフラグに「フル」がセットされている場合に、ＬＣＩＤフィー
ルドによって示される論理チャネルに対応するより上位のレイヤに最後のＳＤＵを送達す
るステップと、
　ＴＳＮ＝ｎ－１のデータが以前に送達されていない場合に、再アセンブリ・ユニットに
格納された以前のＰＤＵからのすべてのセグメントを破棄し、最後のＳＤＵセグメントを
再アセンブリ・ユニットに挿入し、ＳＤＵの１つより多数の少なくともセグメントが抽出
されている場合に、ＬＣＩＤフィールドによって示される論理チャネルに対応するより上
位のレイヤにＳＤＵの少なくともセグメントの最初と最後との間にある抽出されたＳＤＵ
を送達し、ＦＳＥフラグに「セグメント」がセットされている場合に、再アセンブリ・ユ
ニットに格納された以前のＰＤＵからのすべてのセグメントを破棄し、最後のＳＤＵセグ
メントを再アセンブリ・ユニットに挿入し、ＦＳＥフラグに「フル」がセットされている
場合に、ＬＣＩＤフィールドによって示される論理チャネルに対応するより上位のレイヤ
に最後のＳＤＵを送達するステップと、
　ＦＳＥフラグに「セグメント」がセットされＴＳＮ＝ｎ－１のデータが以前に送達され
た時に、以前に格納されたＰＤＵセグメントと共にＳＤＵセグメントを再アセンブルし、
ＳＤＵの少なくともセグメントが１つ未満であるまたはＦＳＥフラグに「セグメント」が
セットされている場合に、組み合わされたパケットを格納するステップと
　を含むことを特徴とする方法。
２９．ペイロード・ユニットを受信するように構成された受信器と、
　ペイロード・ユニットを多重化し、多重分離するように構成されたプロセッサと、
　再アセンブリのために不完全なサービス・データ・ユニット（ＳＤＵ）を格納するよう
に構成されたバッファと、
　再アセンブルされたＳＤＵを送信するように構成された送信器と
　を含むことを特徴とする無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
３０．プロセッサは、リオーダリングユニットを含むことを特徴とする実施形態２９に記
載のＷＴＲＵ。
３１．プロセッサは、ディスアセンブリ／再アセンブリ・ユニットを含むことを特徴とす
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３２．ｅｎｈａｎｃｅｄ　ｈｉｇｈ　ｓｐｅｅｄ　ｍｅｄｉｕｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｃｏｎ
ｔｒｏｌ（ＭＡＣ－ｅｈｓ）ＰＤＵヘッダをはぎとるように構成された回路と、
　ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＰＤＵヘッダをセクションに分割するように構成された回路と、
　対応するペイロードを抽出するように構成された回路と、
　対応するペイロードをヘッダに付け加えるように構成された回路と、
　リオーダリング・キューＰＤＵを作成するように構成された回路と、
　リオーダリング・キュー識別（ＩＤ）および送信シーケンス番号（ＴＳＮ）に対応する
リオーダリング・キューにリオーダリング・キューＰＤＵを挿入するように構成された回
路と、
　リオーダリング機能を実行するように構成された回路と、
　ディスアセンブリ機能および／または再アセンブリ機能を実行するように構成された回
路と、
　完全なＭＡＣ　ＳＤＵを正しい論理チャネルに送達するように構成された回路と
　を含むことを特徴とするＭＡＣ－ｅｈｓヘッダを処理するように構成された無線送受信
ユニット（ＷＴＲＵ）。
３３．ペイロード・ユニットを受信するように構成された受信器と、
　ペイロード・ユニットを多重化し、多重分離するように構成されたプロセッサと、
　再アセンブリのために不完全なサービス・データ・ユニット（ＳＤＵ）を格納するよう
に構成されたバッファと、
　ＭＡＣ－ｅｈｓプロトコル・データ・ユニット（ＰＤＵ）を送信するように構成された
送信器と
　を含むことを特徴とする基地局。
３４．ｉｍｐｒｏｖｅｄ　ｈｉｇｈ　ｓｐｅｅｄ　ｍｅｄｉｕｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｃｏｎ
ｔｒｏｌ（ＭＡＣ－ｉ／ｉｓ）ＰＤＵヘッダをはぎとるように構成された回路と、
　ＭＡＣ－ｉ／ｉｓ　ＰＤＵヘッダをセクションに分割するように構成された回路と、
　対応するペイロードを抽出するように構成された回路と、
　対応するペイロードをヘッダに付け加えるように構成された回路と、
　リオーダリング・キューＰＤＵを作成するように構成された回路と、
　リオーダリング・キュー識別（ＩＤ）および送信シーケンス番号（ＴＳＮ）に対応する
リオーダリング・キューにリオーダリング・キューＰＤＵを挿入するように構成された回
路と、
　リオーダリング機能を実行するように構成された回路と、
　ディスアセンブリ機能および／または再アセンブリ機能を実行するように構成された回
路と、
　完全なＭＡＣ　ＳＤＵを正しい論理チャネルに送達するように構成された回路と
　を含むことを特徴とするＭＡＣ－ｉ／ｉｓヘッダを処理するように構成された基地局。
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